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地域に愛される、商店街。
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いま、災害と
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特集
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平
成
28
年
4
月
14
日
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
で
は
、
同
地
の
商
店

街
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

余
震
が
続
き
、
暴
風
雨
に
幾
度
も
見

舞
わ
れ
、
風
評
被
害
も
あ
り
、
営
業

の
見
通
し
が
な
か
な
か
つ
か
な
い
店

主
の
方
々
の
不
安
は
い
か
ば
か
り
か

と
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
商
店
街
の

人
々
が
見
せ
た
復
興
の
動
き
が
、
被

災
さ
れ
た
人
々
に
ど
れ
だ
け
の
希
望

と
活
力
を
与
え
た
こ
と
か
。
自
ら
が

被
災
し
な
が
ら
も
地
域
の
復
旧
復
興

の
た
め
に
と
っ
た
行
動
は
、
災
害
時

に
お
け
る
商
店
街
の
意
義
を
日
本
中

に
知
ら
し
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中

越
地
震
、
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

今
回
の
熊
本
地
震
―
―
天
災
は
い
つ

ど
こ
に
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
必
ず
訪
れ
る
も
の
で
す
。
万

M E S S A G E

株式会社 全国商店街支援センター
代表取締役社長

桑島俊彦

が
一
の
時
に
、
私
た
ち
商

店
街
は
何
が
で
き
る
の
か
。

地
域
で
ど
ん
な
役
割
を
果

た
せ
る
の
か
。
そ
こ
に
は
、

〝
暮
ら
し
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
〞
た
る
商
店
街
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が

必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

　

そ
の
答
え
を
求
め
て
、

今
号
の
E
G
A
O
で
は
、「
災
害
と

商
店
街
」
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
考
察
し
ま
し
た
。
震
災
時
は

も
ち
ろ
ん
、
い
か
に
備
え
、
い
か
に

行
動
し
て
い
く
か
ま
で
、
事
例
を
も

と
に
学
ん
だ
生
き
た
ヒ
ン
ト
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
「
株
式
会
社
全
国
商
店
街

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
被
災
地
向

け
の
支
援
事
業
※

を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
支
援
事
業
や
、
国
に

よ
る
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
補
助
金
、

商
店
街
震
災
復
旧
等
事
業
な
ど
の
活

用
と
と
も
に
、
今
号
の
E
G
A
O
を
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
復
興
お
よ
び
全

国
の
商
店
街
の
防
災
機
能
の
強
化
、

そ
し
て
さ
ら
な
る
活
性
化
の
一
助
と

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※

熊 本 地 震による

被 災 商 店 街 の 復 興に向けた

情 報・ノウハウ提 供 事 業

㈱全国商店街支援センターでは、
熊本地震からの復興に意欲的に
取り組む商店街に対し、阪神・淡
路大震災、新潟県中越地震、東日
本大震災などで、実際に震災復興
に携わった専門家、商店街関係者
を派遣し、事例を中心に復興に向
けた方向性とプロセス、ノウハウ
などの提供を行っています。ぜひ
ご活用ください。
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44	 CASE 2	 まちゼミ研修事業／ジャンプアップコース
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熊
本
県
、
大
分
県
を
襲
っ
た
熊
本

地
震
。
震
源
地
か
ら
5
㎞
の
距
離
に

位
置
す
る
健
軍
商
店
街
で
は
、
核
店

舗
が
崩
れ
落
ち
、
ア
ー
ケ
ー
ド
に
大

き
な
損
傷
を
負
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
担
い
手
と
し
て
地
域
に
親
し
ま

れ
て
き
た
こ
の
商
店
街
は
、
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
に
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
復
旧
・
復

興
の
道
の
り
を
追
う
。

　
’16
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

は
家
屋
損
壊
な
ど
の
被
害
を
広
い
地

域
に
も
た
ら
し
た
。
熊
本
県
内
で
は

各
地
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
。
商

店
街
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。

　
健
軍
商
店
街
は
、
市
電
の
起
終
点

を
核
と
し
た
熊
本
市
東
部
エ
リ
ア
の

中
心
に
位
置
す
る
、
地
域
密
着
型
の

商
店
街
だ
。
こ
の
地
域
は
震
源
地
か

ら
近
く
、
深
刻
な
被
害
に
遭
っ
た
。

ア
ー
ケ
ー
ド
の
支
柱
が
大
き
く
傾
き
、

天
井
が
い
ま
に
も
く
ず
れ
落
ち
そ
う

な
商
店
街
の
様
子
は
、
熊
本
地
震
の

象
徴
的
な
シ
ー
ン
と
し
て
全
国
に
ニ

ュ
ー
ス
で
大
き
く
伝
え
ら
れ
た
。
こ

の
事
態
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
商
店

街
は
本
震
後
、
い
ち
早
く
復
興
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
復
旧
に
向
け
て
歩

き
だ
し
た
。

熊本市東部に位置し、54店舗
で構成されるアーケード商店
街。「ピアクレス」の愛称がつ
けられている

D ATA

いま、災害と
2016年 4月14日午後9時 26分、そして16日午前1時 25分、

熊本・大分地方を最大震度7の大きな揺れが襲う。被災者となった

商店街の人々は、どのように立ち上がり日常を取り戻していったのか。

熊本地震から半年

シューズショップ ミワ代表。震災
後、商店街の復興委員長として奔
走する

健軍商店街振興組合 理事・相談役
熊本県商店街振興組合連合会 会長
釼羽逸朗さん

フルーツショップモリタ代表。理
事長として商店街をまとめている

健軍商店街振興組合 理事長
森田憲一さん

同商店街内にある井川電気商会を
営む。SNSを通じて他商店街と震
災の情報を積極的にやりとり

健軍商店街振興組合 青年部長
熊本県商店街振興組合連合会 青年部長
全国商店街振興組合連合会 青年部長
井川正宏さん

MAP

健軍町駅

健軍交番前駅

健軍商店街
振興組合

サンリブ
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KEY WORD

被
災
し
た
商
店
街

復
旧
・
復
興
へ
向
け
た
そ
の
足
取
り

健
軍
商
店
街
振
興
組
合
／
熊
本
県
熊
本
市

商 店 街を考 える。
2016年 4月14日午後9時 26分、そして16日午前1時 25分、

熊本・大分地方を最大震度7の大きな揺れが襲う。被災者となった

商店街の人々は、どのように立ち上がり日常を取り戻していったのか。

地域のコミュニティ
施設再開

商店街振興組合が運
営する施設「よって
館ね」が再スタート。
商店街の日常が戻り
つつある

前震を上回る
地震が発生する

深夜1時25分、前震
を上回る規模の地震
が発生。健軍商店街
は本震でアーケード
が一部損壊する

4.16
本震

前震発生

午後9時26分熊本県
熊本地方を震源とす
る、マグニチュード
6.5の地震が起こる

4.14

健軍商店街では…

被災物の解体
撤去が始まる

倒壊したスーパーマ
ーケットの解体工事
と、中央部で商店街
を分断していた瓦礫
の撤去作業が始まる

4.29

瓦礫を
完全撤去

瓦礫により分断され
ていた箇所で片側通
行できるようになり、
ようやくアーケード
が全開通した

5.247.19

熊本地震の概要

4月14日午後9時26分の
地震以降、震度6弱以上を
観測する地震が7回発生し
た。うち2回は震度7の激震。
熊本地方を中心に多数の家
屋が倒壊し、土砂災害も発
生した。死者64 名、重軽傷
者1,826名（’16年7月現在）。
ライフラインや交通インフ
ラにも被害が生じ経済活動
に大きな支障がでた
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国こ
の
時
点
で
、
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
の

施
設
で
2
億
4
千
万
円
、
組
合
の
事

務
所
ビ
ル
が
6
千
5
百
万
円
と
見
積

も
ら
れ
て
い
た
。
補
助
金
申
請
の
時

期
が
具
体
的
に
決
ま
っ
た
こ
と
で
、

復
旧
の
道
筋
も
は
っ
き
り
見
え
て
き

た
。
7
月
、
復
興
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
は
補
助
金
の
申
請
手
続
き
に
懸
命

に
取
り
組
ん
だ
。

「
補
助
金
な
ど
有
益
な
情
報
は
、
い

つ
も
S
N
S
を
通
じ
て
他
の
商
店
街

と
共
有
し
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
、

義
援
金
や
支
援
物
資
な
ど
大
切
な
情

報
が
熊
本
や
全
国
の
仲
間
た
ち
か
ら

続
々
と
送
ら
れ
て
き
て
、
そ
れ
を
ど

ん
ど
ん
拡
散
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」。
今
回
の
震
災
で
、
情
報
収
集

や
県
の
支
援
策
も
6
月
中
旬

に
は
出
揃
っ
た
。
被
害
額
は

と
発
信
の
重
要
性
、
商
店
街
同
士
の

連
携
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
と
、
青
年

部
長
の
井
川
正
宏
さ
ん
は
語
っ
て
い

る
。

申ー
ケ
ー
ド
の
工
事
が
開
始
と
な
っ
た
。

完
成
は
12
月
初
旬
予
定
だ
。
組
合
の

事
務
所
ビ
ル
も
来
年
末
に
は
新
し
い

ビ
ル
と
し
て
完
成
す
る
見
込
み
。
核

店
舗
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
サ

ン
リ
ブ
健
軍
」
も
再
建
が
決
ま
っ
た
。

商
店
街
の
利
用
者
は
震
災
前
に
比
べ

現
在
の
と
こ
ろ
4
割
程
度
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
が
、
サ
ン
リ
ブ
が
営
業
を

再
開
す
れ
ば
、
活
気
は
も
と
に
戻
る

だ
ろ
う
。

　
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
健
軍

商
店
街
で
は
、
行
き
交
う
人
た
ち
の

顔
も
ど
こ
か
な
ご
や
か
だ
。
通
り
を

歩
く
と
、
近
隣
に
住
む
と
い
う
年
配

女
性
た
ち
が
「
何
ば
買
っ
た
と
？
」

「
地
震
の
時
は
本
当
に
大
変
で
ね
」

請
し
た
補
助
金
が
9
月
2
日

に
採
択
さ
れ
、
14
日
か
ら
ア

と
、
気
さ
く
に
声
を
か
け
て
く
る
。

釼
羽
さ
ん
は
健
軍
商
店
街
を
「
普
段

着
で
買
い
物
を
し
て
、
誰
と
で
も
世

間
話
を
す
る
。
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
息
づ
く
商
店
街
だ
」
と
評
す

る
。

　
健
軍
商
店
街
は
も
と
も
と
地
域
を

大
切
に
し
て
き
た
商
店
街
。
そ
の
象

徴
で
も
あ
る
、
商
店
街
の
健
康
・
福

祉
施
設
「
ま
ち
な
か
図
書
館
よ
っ
て

館
ね
」
は
、
地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
か

ら
運
営
面
で
の
協
力
を
得
て
7
月
19

日
か
ら
再
開
し
、
現
在
は
再
び
お
年

寄
り
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
健
軍
商
店
街
は
、
こ
う
し
て
一
歩

一
歩
着
実
に
復
旧
・
復
興
へ
の
道
を

進
ん
で
い
る
。
こ
の
商
店
街
の
歩
み

は
、
今
後
災
害
に
備
え
る
全
国
の
商

店
街
の
道
し
る
べ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。

4 アーケードの工事がスタート。

復旧計画を着々と進めるなか、イベントも開催
復興支援バザーには多くの人が。
日常を確実に取り戻してきている

9月10日、アーケード内で4回目の「復興支援バ
ザー」を開催。保存食や衣類など市内にとどまって
いる支援物資を低価格で販売する。「日常生活がある
程度戻っているため、無料配布ではなくバザーでの
販売にしました。収益は市への義援金や周辺地域の
復興事業に充てています」と理事長の森田憲一さん

商店街は市内を走る路面電車の終点駅のそばにある。
徐々にではあるが、住民の交流の場としてにぎわい
が戻ってきた

5月24日にアーケードは全開通した

3 国や県の補助金支援策の活用方法を

決めていく作業が始まる
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4も
の
の
建
物
自
体
の
被
害
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
翌
15
日
は
多
く
が
休
業
し

て
店
内
の
片
づ
け
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
16
日
未
明
に
震
度
7
の
本
震

が
起
こ
る
。

　
本
震
に
よ
り
、
商
店
街
内
に
建
っ

て
い
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
サ

ン
リ
ブ
健
軍
」（
一
部
4
階
建
て
）

が
倒
壊
。
そ
れ
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る

形
で
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
一
部
が
大
き

く
損
壊
し
た
。
商
店
街
全
体
で
は
大

規
模
半
壊
以
上
の
建
物
が
7
棟
。
商

店
街
が
所
有
す
る
共
同
管
理
ビ
ル
も

半
壊
し
、
商
店
街
事
務
所
は
そ
の
機

能
を
失
っ
た
。

「
サ
ン
リ
ブ
と
ア
ー
ケ
ー
ド
が
大
き

く
壊
れ
、
商
店
街
が
完
全
に
閉
鎖
さ

れ
た
と
い
う
風
評
が
急
速
に
広
が
る

可
能
性
が
あ
っ
た
。
一
旦
噂
が
立
つ

と
人
が
来
な
く
な
る
。
こ
れ
で
は
い

け
な
い
と
思
い
、
店
主
た
ち
に
『
シ

ャ
ッ
タ
ー
一
枚
で
も
い
い
か
ら
上
げ

て
、
片
づ
け
な
が
ら
で
も
店
を
開
け

よ
う
』
と
呼
び
か
け
ま
し
た
」
と
、

同
振
興
組
合
の
理
事
・
相
談
役
の
釼

羽
逸
朗
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　
商
店
街
の
中
央
は
瓦
礫
が
積
み
重

な
り
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い

の
か
皆
目
見
当
も
つ
か
な
い
状
態
だ

月
14
日
の
前
震
で
は
、
ど
の

店
舗
で
も
商
品
が
散
乱
し
た

っ
た
。
瓦
礫
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、

行
政
と
交
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

商
店
街
の
理
事
た
ち
は
す
ぐ
に
復
興

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
組
織
と
し
て

復
旧
作
業
に
臨
む
体
制
を
整
え
た
。

震店
し
て
し
ま
い
、
高
齢
者
た
ち
が
困

っ
て
い
た
。「
近
隣
の
お
年
寄
り
の

方
た
ち
は
、
そ
の
日
の
わ
ず
か
な
食

料
を
買
う
だ
け
の
た
め
に
タ
ク
シ
ー

代
を
何
千
円
も
払
っ
て
遠
く
ま
で
行

か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
一
日
で
も
早
く
う
ち
の
商
店
街

の
店
を
開
け
な
く
て
は
と
思
い
、
店

主
の
皆
さ
ん
に
声
を
か
け
続
け
ま
し

た
」
と
釼
羽
さ
ん
は
語
る
。

　
自
宅
が
被
災
し
、
避
難
所
や
車
中

生
活
を
送
る
店
主
も
多
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
建
物
損
壊
や
ア
ー
ケ
ー
ド

の
一
部
通
行
止
め
の
影
響
で
営
業
が

で
き
な
い
店
舗
を
除
き
、
25
軒
ほ
ど

災
直
後
、
東
部
エ
リ
ア
で
は

大
型
店
や
食
料
販
売
店
が
閉

大きな被害に遭いながらも
前を向く人々がここにいる

壊れた建造物とお
びたただしい瓦礫
の数。アーケード
はしばらく一部通
行止めになった

が
震
災
か
ら
1
週
間
以
内
で
営
業
を

再
開
す
る
。

　
商
店
街
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
全
壊
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
解
体
工
事
、
お
よ
び
瓦
礫
撤
去

な
ど
の
作
業
に
も
一
刻
も
早
く
取
り

か
か
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、

市
の
臨
機
応
変
な
対
応
に
救
わ
れ
、

解
体
撤
去
作
業
へ
の
手
続
き
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
む
。
こ
う
し
て
復
旧
へ
の

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
た
。 2 地域のお客様のために

早期復旧に向けて邁進

1 震源地からわずか 5㎞。

熊本市内でも健軍商店街の

被害は深刻だった

国や県の補助金支援策の活用方法を

決めていく作業が始まる

組合事務所が入るビルは半壊。中はものが散乱
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自
ら
が
被
災
し
な
が
ら
も
、
地
域
に
元
気
を
も
た
ら
す
商
店
街

復
興
に
向
け
た
決
意
が
、
そ
の
笑
顔
の
な
か
に
あ
っ
た
。

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。

EGAO03 P07 EGAO03 P06
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熊本市の中心市街地から、

約 2キロの場所にある

子飼商店街は、

昭和の情緒と人情が残る

庶民的な商店街。

熊本地震によって被災した

地元住民のために、

店主たちは震災後

すぐに店を開けて、

生鮮食品や日用品の供給で

毎日の生活を支えた。

子飼商店街 ／  熊本県熊本市

震災の直後も

毎日の生活を支えた

「熊本市民の台所」

子飼商店街は、子飼商店街振興組合、子飼
繁栄会商店街振興組合の約70店舗から成る。
通りに威勢のいいかけ声と笑い声が響く

D ATA

熊本大学

藤崎八幡宮

白川藤崎
宮前駅

水前寺駅

子飼商店街
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会
、
熊
本
市
駕
町
通
り
商
店
街
振
興

組
合
、
安
政
町
商
興
会
、
銀
座
通
繁

栄
会
、
シ
ャ
ワ
ー
通
り
商
店
会
か
ら

成
る
連
合
組
織
で
あ
り
、
九
州
で
も

有
数
の
来
街
者
を
誇
る
商
店
街
だ
。

　
震
災
直
後
、
多
く
の
店
舗
が
休
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ア
ー
ケ
ー
ド
か

ら
人
通
り
が
な
く
な
っ
た
。
そ
ん
な

時
、
商
工
会
議
所
を
通
じ
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
・
仙
台
か
ら
「
一

日
も
早
く
お
店
を
開
け
、
商
店
街
か

ら
地
域
に
元
気
を
発
信
し
よ
う
」
と

い
っ
た
助
言
を
受
け
、
松
永
さ
ん
は

い
ち
早
く
復
興
に
向
け
立
ち
上
が
る
。

自
身
が
会
長
を
務
め
る
下
通
繁
栄
会

（
下
通
）
が
先
陣
を
切
り
、「
震
災
復

興
バ
ザ
ー
ル
」
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。

上通商栄会

熊本市駕町通り商店街振興組合

銀座通繁栄会

安政町商興会

中商協のメンバー。右から、熊本市駕町通り商店街振興組合 理事長・谷口正氣さん、
上通商栄会 会長・河島一夫さん、熊本市中央繁栄会連合会 会長・荒木誠也さん、免税
制度活用委員会 委員長・武本純一さん、中商協 会長・下通繁栄会 会長・松永和典さん、
熊本市新市街商店街振興組合 理事長・安田二郎さん、安政町商興会 会長・片山和隆さん、
銀座通繁栄会 会長・中島光司さん、中商協 事業部長・冨永裕二さん

熊本城や諸官公庁、バスターミナルに隣接した熊
本市中心部の広域商店街。全長1.1㎞のアーケー
ド商店街を中心に8商店街が連携する

D ATA

熊本城

通町筋駅

上通商栄会

安政町商興会
熊本市駕町通り
商店街振興組合

熊本市
中央繁栄会連合会

熊本市新市街
商店街振興組合

下通繁栄会

シャワー通り商店会

銀座通繁栄会

◀熊本駅

健軍町駅▶

坪井川

通町筋駅通町筋駅通町筋駅
鶴屋百貨店

白川
MAP
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熊
本
城
か
ら
坪
井
川
を
渡
っ
た
L

字
型
に
続
く
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
メ
イ

ン
に
広
が
る
熊
本
市
中
心
部
の
商
店

街
。
1
日
3
万
人
の
来
街
者
を
誇
る

熊
本
県
内
随
一
の
繁
華
街
が
、
震
災

に
み
ま
わ
れ
半
年
が
経
っ
た
。
そ
の

復
興
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
熊

本
市
中
心
商
店
街
等
連
合
協
議
会

（
中
商
協
）
の
取
組
み
と
、
所
属
す

る
商
店
街
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
、
連
携

の
か
た
ち
、
そ
し
て
め
ざ
ま
し
い
復

興
の
軌
跡
を
辿
る
。

ま
ず
は
お
店
を
開
け
て 

商
店
街
か
ら
元
気
を

「
売
り
場
は
用
意
す
る
け
ん
、
棚
か

ら
落
ち
た
も
の
で
も
割
引
し
て
並
べ

た
ら
え
え
っ
て
。
と
に
か
く
商
店
街

か
ら
元
気
を
発
信
せ
ん
と
―
―
」

　
震
災
か
ら
2
週
間
後
の
5
月
1
日
、

熊
本
市
中
心
部
の
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店

街
で
始
ま
っ
た
「
震
災
復
興
バ
ザ
ー

ル
」
を
振
り
返
っ
て
、
中
商
協
こ
と

熊
本
市
中
心
商
店
街
等
連
合
協
議
会

会
長
・
松
永
和
典
さ
ん
は
熱
く
語
る
。

　
中
商
協
は
、
上
通
商
栄
会
、
下
通

繁
栄
会
、
熊
本
市
新
市
街
商
店
街
振

興
組
合
の
3
つ
の
大
型
ア
ー
ケ
ー
ド

商
店
街
と
熊
本
市
中
央
繁
栄
会
連
合

KEY WORD

約
２
５
０
０
店
、8
つ
の
商
店
街
を
繋
げ
て
、

復
興
へ
の
道
を
邁
進
！

熊
本
市
中
心
商
店
街
等
連
合
協
議
会

／
熊
本
県
熊
本
市

熊本市中央繁栄会連合会

シャワー通り商店会

下通繁栄会

熊本市新市街商店街振興組合
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い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。

演
劇
に
プ
ロ
レ
ス
、
野
菜
販
売
。 

独
自
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
下
通
か
ら
北
へ
続
く
上
通
商
栄
会

（
上
通
）
も
そ
の
動
き
に
呼
応
し
、

5
月
25
日
よ
り
連
日
バ
ザ
ー
を
開
催
。

上
通
は
書
店
や
楽
器
店
、
文
具
店
な

ど
、
老
舗
専
門
店
が
点
在
し
、
現
代

美
術
館
や
画
廊
と
い
っ
た
ア
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
も
あ
る
な
ど
、〝
歴
史
と
文

化
の
街
〞
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
舞
台
を
設
置
し
、

地
元
劇
団
の
寸
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
を

上
演
す
る
『
上
通
演
劇
ま
つ
り
』
を

毎
年
開
催
、
’16
年
度
は
『
上
通
チ
ャ

リ
テ
ィ
演
劇
ま
つ
り
』
を
企
画
。
多

く
の
来
街
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

「
バ
ザ
ー
ル
や
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
、
仲
間
意
識
も
高
ま
り
新
た
な

加
盟
店
も
増
え
ま
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
た
の
は
、
上
通
の
専
務
理
事
・

田
原
誠
也
さ
ん
。

　
商
店
街
独
自
の
復
興
支
援
イ
ベ
ン

ト
は
熊
本
市
新
市
街
商
店
街
振
興
組

合
（
新
市
街
）
で
も
顕
著
だ
。
幅
の

広
い
18
m
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
も
つ
新

市
街
は
、
古
く
よ
り
映
画
館
や
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
、
電
器
店
な
ど

が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

「
娯
楽
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ

1）復興応援セール中のアーケード内。2、3）復興応援セール 
「くまもとがんばるモン」では、来街者が多くの応援メッセー
ジを記した。4）上通の文房具店のブース。レジに募金箱も。 
5）新市街に掲げられた宮沢賢治の「雨ニモマケズ」の横断幕。
群馬県桐生市の商店街から贈られた。6）熊本県の象徴ともいえ
る熊本城も被災し、大きな被害を受けた。7）下通で募金活動を
する地元高校生ボランティア。8）建物の安全性が確認されるま
で休業しているところも。この店舗は10月に再開予定だ

45

8

6

7
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多
く
の
協
力
を
得
て
、 

ア
ー
ケ
ー
ド
を
売
り
場
に

　

下
通
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
雑
貨
、

グ
ル
メ
の
専
門
店
が
建
ち
並
び
、
中

商
協
の
中
で
も
最
も
人
通
り
が
多
い

商
店
街
。
老
舗
百
貨
店
と
し
て
熊
本

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
鶴
屋
百

貨
店
も
下
通
の
一
員
だ
。
し
か
し
震

災
直
後
全
館
が
閉
鎖
さ
れ
た
。

「
商
店
街
も
大
型
店
も
商
売
人
が
ひ

と
月
も
休
ん
だ
ら
ダ
メ
に
な
る
」
松

永
さ
ん
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
多
く

の
人
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
た
。
ま

ず
は
地
域
の
生
活
に
必
要
な
も
の
を

ど
ん
ど
ん
売
ろ
う
と
、
衣
料
品
、
食

品
、
茶
碗
や
皿
な
ど
の
食
器
類
の
販

売
か
ら
バ
ザ
ー
ル
が
始
ま
っ
た
。

「
本
来
は
ダ
メ
な
の
で
す
が
、
警
察

な
ど
の
許
可
も
と
っ
て
、
ア
ー
ケ
ー

ド
の
真
ん
中
に
商
品
を
並
べ
ま
し
た
。

郊
外
S
C
に
支
店
の
あ
る
子
ど
も
服

の
お
店
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
濡

れ
た
商
品
を
洗
っ
て
値
引
き
し
て
売

り
ま
し
た
。
近
隣
の
S
C
の
多
く
が

休
業
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
G
W

以
降
も
例
年
以
上
の
来
街
者
が
あ
り

ま
し
た
」
と
松
永
さ
ん
は
話
す
。

各
商
店
街
が
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
！

一
丸
と
な
っ
て
大
き
な
力
を
生
み
出
す

1

23
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と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
上
通
で

は
、『
上
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
開
催
。
熊
本
出
身
の
現
代
美
術
家

の
ア
ー
ト
作
品
展
示
に
始
ま
り
、
街

の
噂
を
吹
き
出
し
の
P
O
P
に
し
て

店
内
に
展
示
す
る
『
う
わ
さ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
な
ど
、
毎
年
趣
向
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
新
市
街
で
は
’14
年
に
近
隣

の
大
型
店
が
閉
店
し
、
青
果
を
買
い

に
く
く
な
っ
た
地
域
住
民
の
た
め
、

毎
週
土
曜
に『
く
ま
も
と
夕
暮
れ
市
』

を
開
催
し
て
き
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
が
独
自
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
、
互
い

の
刺
激
に
も
な
り
ま
す
」
と
話
す
の

は
上
通
の
副
会
長
・
橋
本
幸
二
さ
ん
。

　
震
災
以
前
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商

店
街
が
個
性
を
活
か
し
て
活
動
し
、

中
商
協
で
密
に
連
携
を
と
っ
て
き
た
。

そ
の
こ
と
が
復
興
へ
の
素
地
を
作
り
、

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

想
い
を
繋
げ
て
、 

さ
ら
な
る
お
も
て
な
し

『
ば
っ
て
ん
火
の
国 

夏
祭
』
で
は
、

8
つ
の
商
店
街
の
想
い
が
つ
な
が
り
、

県
内
外
か
ら
両
日
合
わ
せ
て
22
万
5

千
人
（
前
年
比
1
3
0
％
）
が
来
街
。

過
去
最
高
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

効
果
は
集
客
だ
け
で
は
な
い
。
各
商

店
街
青
年
部
か
ら
な
る
実
行
委
員
会

が
密
接
に
協
議
し
、
催
し
ご
と
の
部

会
を
設
置
。
8
商
店
街
か
ら
集
ま
っ

た
次
世
代
を
担
う
若
手
の
交
流
、
結

束
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
（
’16
年
8
月
）
は
、
毎
年
10

月
に
開
催
さ
れ
る
『
熊
本 

暮
ら
し

人
祭
り 

み
ず
あ
か
り
』
と
同
時
開

催
予
定
の
『
城
下
町
く
ま
も
と
銀
杏

祭
』
へ
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
さ
ら
に
’19
年
に
熊
本
で
開

催
予
定
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
と
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手

権
に
向
け
、
手
続
委
託
型
免
税
店
の

増
加
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
強

化
す
る
ほ
か
、
復
旧
が
進
む
熊
本
城

を
外
か
ら
見
学
し
て
回
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
も
企
画
し
て
い
る
と
い

う
。
熊
本
市
付
近
に
は
’17
年
以
降
、

3
年
ご
と
に
3
つ
の
商
業
施
設
が
開

業
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
を
強
化
し
て
、
県
内
外
に
元
気
を

発
信
し
て
い
く
。

　
8
つ
の
商
店
街
と
そ
れ
ぞ
れ
の
個

店
が
独
自
で
魅
力
を
磨
く
。
そ
し
て
、

常
に
広
い
視
座
で
未
来
を
見
据
え
な

が
ら
強
く
連
携
す
る
こ
と
で
、
中
商

協
は
震
災
復
興
を
通
し
て
さ
ら
な
る

進
化
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

13

2

1）ゆかた祭ではさまざまなイベントが開催。大人から子どもまで楽しんだ『三年坂そう
めん流し』。2）下通では買物額に合わせて抽選できる恒例の『お買い物ガラポン抽選会』
を実施。3）上通では噺家による寄席や子どもたちによる少女舞踊などが上演された

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。
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未
来
を
見
据
え
な
が
ら
邁
進
、

さ
ら
に
魅
力
溢
れ
る
商
店
街
へ

地元高校生も参加する
復興支援@アーケード

アーケードで募金活動に精を出
す「高校生災害ボランティア」は、
市内の高校へ通う有志の生徒た
ち。被災により市内での下宿を余
儀なくされた生徒への支援や、仮
設住宅への物資支援・清掃活動に
も取り組む

がまだせくまもと！

月に一度、さまざまな議題を話し 
合う会長会議には、各関係者も
出席。震災関連の支援情報やイ
ベント、来街者の変化に至るま
で、活きた情報が集まってくる

「3カ月に一度の道路空間会議に
は、市や警察、土木、消防、食
品の関係者が出席。情報共有が
一度にでき、許可関連の手続が
効率的にできます」と安田さん

関係機関と連携

情報収集力

PointPoint

PointPoint

「連携し、大きな祭りを何度も開
催した経験が、連帯感へと繋が
り、次世代の育成にもなる。一
緒にやることで回遊性もより高
まります」と松永さん

「各商店街独自で開催するイベン
トを、他の商店街でも宣伝した
り、一緒に発信することで、県
内外へより広く周知できます」
と橋本さん

連帯感

情報発信力

連携していて良かった！

プラスに働いた
4つのポイント

熊
本
市
中
心
商
店
街
等

連
合
協
議
会

「
同
時
開
催
す
る
こ
と
で
祭
り
に
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
が
生
ま
れ
、
よ
り
広
く

県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
中
商
協
以
外
の
イ
ベ

ン
ト
も
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
る
の
で
、

お
客
様
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ

ま
す
」
と
松
永
さ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
震
災
後
は
自
粛
ム
ー
ド

が
漂
い
、『
ば
っ
て
ん
火
の
国 

夏

祭
』
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
た
。
そ
こ

で
中
商
協
か
ら
熊
本
市
長
に
直
談
判
。

「
お
そ
ら
く
下
通
だ
け
で
市
長
に
会

い
に
行
っ
て
も
動
か
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
中
商
協
全
体
の
意
見
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
開
催
に
至
っ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
」
と
松
永
さ
ん
は
振
り
返
る
。

各
商
店
街
の
個
性
が
広
げ
る

熊
本
復
興
へ
の
力

　
震
災
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
商

店
街
活
動
も
、
復
興
へ
の
大
き
な
力

の
広
い
空
間
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
ん

で
す
」
と
話
す
の
は
、
新
市
街
理
事

長
・
安
田
二
郎
さ
ん
。
7
月
の
『
熊

本
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
プ
ロ
レ

ス
』
で
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
リ
ン

グ
を
設
置
し
、
全
国
的
に
著
名
な
団

体
も
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
昔
な
つ
か

し
い
昭
和
の
遊
び
を
体
験
で
き
る

『
ミ
ニ
遊
園
地
』
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
歓
声
を
あ
げ
た
。

　
ま
た
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
上
益

城
や
阿
蘇
地
域
か
ら
農
業
者
や
個
店

を
集
め
た
『
復
興
支
援
市
』
も
催
し
、

新
鮮
野
菜
を
毎
日
販
売
し
て
い
る
。

「
復
興
を
支
援
し
な
が
ら
、
私
た
ち

新
市
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
も
つ
な

げ
た
い
」
と
安
田
さ
ん
。

　
そ
の
多
彩
な
取
組
み
は
「
復
興
支

援
は
も
ち
ろ
ん
、
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、
や
れ
る
こ
と
は
何
で
も
や
る
」

と
い
う
商
店
街
の
精
神
の
賜
物
だ
。

8
商
店
街
の
バ
ザ
ー
ル
が

大
き
な
祭
り
の
開
催
へ

『
震
災
復
興
バ
ザ
ー
ル
』
に
続
き
、

駕
町
通
り
商
店
街
に
所
属
し
て
い
る

鶴
屋
百
貨
店
の
再
開
に
合
わ
せ
、
中

商
協
で
は
6
月
1
日
よ
り
1
カ
月
間
、

復
興
応
援
セ
ー
ル
『
く
ま
も
と 

が

ん
ば
る
モ
ン
』
を
開
催
。
3
0
0
店

以
上
が
参
加
し
た
こ
の
バ
ザ
ー
ル
は
、

多
く
の
来
街
者
を
呼
ん
だ
。

　
震
災
前
よ
り
中
商
協
は
毎
年
『
城

下
町
く
ま
も
と
ゆ
か
た
祭
』
と
い
う

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

浴
衣
で
来
店
す
る
と
各
店
舗
で
特
典

や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、
各
々
の

商
店
街
は
抽
選
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
催
し
を
実
施
、
全

体
と
し
て
中
商
協
が
運
営
や
Ｐ
Ｒ
を

行
う
と
い
う
三
層
構
造
で
に
ぎ
わ
い

を
作
り
出
し
て
き
た
。

「
ゆ
か
た
祭
は
〝
来
な
い
と
損
〞
と

思
わ
せ
た
い
」
と
い
う
松
永
さ
ん
。

’12
年
か
ら
は
、
熊
本
市
主
催
の
『
火

の
国
ま
つ
り
』
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

『
ば
っ
て
ん
火
の
国 

夏
祭
』
の
ひ
と

つ
と
し
て
開
催
し
て
き
た
。
’16
年
の

夏
に
は
開
催
39
回
目
を
数
え
、
熊
本

市
の
中
心
市
街
地
が
華
や
か
に
な
る

大
き
な
祭
り
だ
。

24

13
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地
域
の
助
け
合
い
を
生
ん
だ

頼
れ
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
た
ち

　
4
月
16
日
の
本
震
で
、
大
き
な
被

害
に
遭
っ
た
阿
蘇
。
阿
蘇
神
社
の
楼

門
、
拝
殿
が
崩
壊
し
、
門
前
町
で
あ

る
阿
蘇
門
前
町
商
店
街
周
辺
で
も
全

壊
の
建
物
が
2
軒
、
大
規
模
半
壊
が

4
軒
、
一
部
損
壊
が
多
数
と
被
害
を

受
け
た
。

　
地
震
発
生
後
、
商
店
街
や
地
域
の

た
め
に
い
ち
早
く
立
ち
上
が
っ
た
の

が
商
店
街
の
青
年
部
「
若
き
ゃ
も
ん

会
」
だ
。
深
夜
1
時
25
分
に
起
こ
っ

た
本
震
の
後
す
ぐ
に
、
会
の
メ
ン
バ

ー
は
手
分
け
し
て
独
居
老
人
宅
を
周

り
、
周
辺
住
民
の
安
全
を
確
認
。
建

物
内
は
危
険
と
判
断
し
て
皆
を
広
場

に
集
め
、
一
夜
を
と
も
に
明
か
し
た
。

昼
に
は
各
店
の
在
庫
を
持
ち
寄
っ
て

炊
き
出
し
も
始
め
る
。

　
会
の
副
代
表
で
、
全
国
商
工
会
青

年
部
連
合
会
の
元
会
長
の
宮
本
博
史

さ
ん
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
こ
と

で
、「
宮
本
さ
ん
の
地
域
を
助
け
ね

ば
」
と
、
同
連
合
会
の
関
係
者
ら
が

支
援
物
資
の
手
配
を
開
始
。
素
早
く

福
岡
県
に
中
継
地
点
が
作
ら
れ
、
支

援
物
資
が
ま
と
め
ら
れ
て
県
内
各
地

と
宮
本
さ
ん
の
も
と
に
届
く
よ
う
に

な
る
。
そ
れ
ら
の
物
資
は
炊
き
出
し

場
所
で
次
々
と
地
域
住
民
に
配
布
。

佐
賀
県
か
ら
届
い
た
発
電
機
で
携
帯

電
話
の
無
料
充
電
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
余
震
が
続
く
な
か
、
地
域

の
女
性
た
ち
が
炊
き
出
し
を
、
男
性

陣
は
物
資
の
選
り
分
け
や
配
布
を
と
、

分
担
し
て
作
業
を
行
う
。「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
自
然
と
集
ま
っ
と
っ
た
ね
。

知
ら
ん
人
が
隣
で
作
業
し
て
い
た
り

し
て
、
不
思
議
や
っ
た
わ
。
必
死
さ

は
、
実
は
あ
ま
り
な
く
て
、
夏
祭
り

の
よ
う
な
気
持
ち
で
大
ら
か
に
や
っ

と
っ
た
。
自
宅
も
店
舗
も
ぐ
ち
ゃ
ぐ

ち
ゃ
の
な
か
、
必
死
に
や
っ
と
っ
た

ら
心
身
と
も
に
疲
れ
き
っ
て
し
も
う

た
や
ろ
う
か
ら
、
こ
う
い
う
ゆ
る
い

感
じ
で
か
え
っ
て
良
か
っ
た
」
と
、

宮
本
さ
ん
は
当
時
を
振
り
か
え
る
。

　
災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
は
作

成
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
が
こ

う
し
て
迅
速
に
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
日
頃
か
ら
一
緒
の
メ
ン

バ
ー
で
商
店
街
や
地
域
の
た
め
の
活

動
を
積
み
重
ね
て
き
た
か
ら
だ
。

商
店
街
の
立
て
直
し
へ

立
ち
上
が
っ
た「
若
き
ゃ
も
ん
会
」

　
阿
蘇
門
前
町
商
店
街
は
、
旧
称
を

仲
町
通
り
繁
栄
会
と
い
い
、
昭
和
40

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。

阿蘇市は阿蘇五岳の北側に位置する。取材
時は地震により削られた山肌が見えていた。
市街地から山上までは車で約40分。周囲に
は温泉街もあり観光客の多くは車で巡る

阿蘇門前町商店街の正式名称は、一般社団
法人阿蘇門前町商店街振興協会。阿蘇一の
宮門前町商店街、仲町通り繁栄会という旧
称でも知られている。飲食店や雑貨店、み
やげ店などの商店が軒を連ねる全長約200m
の小さな商店街で37の加盟者のうち商店は
24軒

1

23

震災で大きな痛手を負った阿蘇神社

1）約2300年の歴史をもつとされる阿蘇神社では、拝殿が倒壊し三つの神殿は大きく損壊。2）国の
重要文化財に指定されている楼門も倒壊。幸いにも門前町には怪我人がでず、商店街の人々は「神様
に守っていただいた」と口にする。3）倒れた燈籠はそのままの状態（’16年9月現在）
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楼
門
や
拝
殿
が
倒
壊
し
た
阿
蘇
神

社
。
門
前
町
の
商
店
街
で
は
、
本
震

の
あ
っ
た
日
の
昼
に
は
早
く
も
炊
き

出
し
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
を
主
導

し
た
の
は
商
店
街
の
若
き
リ
ー
ダ
ー

た
ち
。
全
国
の
商
工
会
青
年
部
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
支
援
物
資
も
商

店
街
に
続
々
と
届
く
。
平
時
よ
り
培

っ
て
き
た
〝
つ
な
が
り
〞
が
、
災
害

時
に
発
揮
さ
れ
た
。

KEY WORD

結
束
が
生
む
笑
顔
の
輪
。

世
代
間
の
力
が
つ
な
げ
る

阿
蘇
・
復
興
へ
の
道

阿
蘇
門
前
町
商
店
街
／
熊
本
県
阿
蘇
市

商店街でひときわ目を引くアン
ティーク専門「みやがわ時計店」
にて。店主・宮川幸二さん（右
から2番目）を囲む「若きゃも
ん会」のメンバー

阿蘇神社のすぐ近く、
緑や水を感じられる
場所にある。水基を
配した「水基巡りの
道」があり、多くの
観光客が訪れる

MAP
阿蘇神社

阿蘇市役所

宮地駅

阿蘇門前町商店街
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市
の
集
客
は
約
1
5
0
0
人
に
増
え

た
も
の
の
、
普
段
の
日
は
や
は
り
人

が
少
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

　
若
き
ゃ
も
ん
会
は
次
の
手
を
打
つ
。

阿
蘇
神
社
の
参
拝
客
や
観
光
客
に
目

を
向
け
さ
せ
る
た
め
、
商
店
街
の
名

物
を
作
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
観
光

客
の
滞
在
時
間
を
少
し
で
も
延
ば
す

た
め
、
馬
肉
を
使
っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
や

小
ぶ
り
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
な
ど
、

手
に
持
っ
て
歩
き
な
が
ら
食
べ
ら
れ

る
商
品
を
開
発
し
た
。
加
え
て
親
世

代
と
も
協
力
し
合
い
、
街
路
灯
の
設

置
、
桜
や
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
の
植
樹
、

湧
き
水
を
利
用
し
た
水
飲
み
場
「
水

基（
み
ず
き
）」
の
再
整
備
を
行
っ
た
。

「
景
観
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
は
親
世

代
と
若
き
ゃ
も
ん
会
の
メ
ン
バ
ー
が

あ
れ
や
こ
れ
や
と
言
い
な
が
ら
進
め

て
い
っ
た
。
親
父
た
ち
は
、
夜
店
や

商
品
開
発
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
フ

ト
面
を
、
俺
ら
に
自
由
に
や
ら
せ
て

く
れ
ま
し
た
ね
」
と
、
杉
本
さ
ん
。

親
世
代
と
子
世
代
の
意
思
の
疎
通
や

役
割
分
担
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
た

め
、
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い

る
の
だ
。
そ
う
し
た
努
力
が
実
り
、

商
店
街
を
訪
れ
る
観
光
客
は
ゼ
ロ
か

ら
年
間
35
万
人
ま
で
急
増
す
る
。
そ

し
て
4
年
前
、
杉
本
さ
ん
は
代
表
職

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。

1

1）商店街は、ショップやカフェなど個性的な店の
間に民家が点在し、どこか懐かしい情緒を醸し出す。  
2）阿蘇市が発行する「広報あそ」に掲載された「若
きゃもん会」の取組みを街頭でも大きく紹介。3）
36基ある水基からはこんこんと水が湧き出ている

23

こ
と
。
個
人
や
個
店
が
一
番
。
だ
か

ら
、
商
店
街
全
体
に
つ
い
て
は
頭
の

中
に
3
割
く
ら
い
入
れ
て
お
け
ば
い

い
。
で
も
、
そ
の
3
割
を
常
に
意
識

し
て
い
れ
ば
、
今
回
の
よ
う
な
震
災

の
時
に
、
普
段
の
結
束
力
が
発
揮
で

き
る
。
大
切
な
の
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
こ
そ
生
か
す
こ
と
の
で
き
る

〝
つ
な
が
る
力
〞
だ
」
と
。

　
こ
の
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
若
き

ゃ
も
ん
会
は
逆
境
で
も
く
じ
け
な
い
。

震
災
後
に
観
光
客
が
激
減
し
た
数
カ

月
間
を
、
自
分
の
商
売
と
商
店
街
の

を
現
代
表
の
岩
永

芳
幸
さ
ん
に
譲
っ

た
。「
よ
り
若
い

世
代
を
尊
重
し
よ

う
」
と
い
う
気
風

は
親
世
代
か
ら
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

　
現
在
「
若
き
ゃ

も
ん
会
」
の
メ
ン

バ
ー
は
16
名
。
店

主
や
店
の
後
継
者

に
こ
だ
わ
ら
ず
、

商
店
街
や
地
域
の

活
性
化
を
担
っ
て

い
こ
う
と
す
る
者

た
ち
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
市
役
所

未
来
を
考
え
る
好
機
と
捉
え
、
皆
で

集
中
的
に
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
そ

し
て
5
月
23
日
、
い
ま
ま
で
任
意
団

体
で
あ
っ
た
仲
町
通
り
繁
栄
会
を

「
一
般
社
団
法
人　

阿
蘇
門
前
町
商

店
街
振
興
協
会
」
と
し
て
法
人
化
す

る
。
今
後
は
、
補
助
金
の
有
効
活
用

も
視
野
に
入
れ
、
年
間
の
訪
問
客
数

80
万
人
を
目
標
に
、
商
店
街
の
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
く
。

　
7
月
に
は
、
阿
蘇
神
社
の
「
御
田

祭
」（
お
ん
だ
ま
つ
り
）（
国
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
あ
り
、
震

災
後
最
も
活
気
に
包
ま
れ
た
。
千
年

以
上
絶
や
さ
ず
続
け
ら
れ
て
い
る
豊

作
を
祈
る
祭
り
が
行
え
た
こ
と
で
、

地
域
の
人
た
ち
は
勇
気
が
湧
い
た
と

い
う
。
し
か
し
、
閉
鎖
中
の
周
辺
幹

線
道
路
も
含
め
、
地
域
全
体
が
完
全

に
復
活
す
る
に
は
3
年
は
か
か
る
。

「
3
年
ほ
ど
、
商
店
街
の
こ
れ
か
ら

の
未
来
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
プ
ラ
ン

を
練
る
時
間
を
も
ら
え
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
と
の
住
み
分
け
を
考
え
て
今
後

は
個
店
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
計

り
、
観
光
型
の
商
店
街
に
シ
フ
ト
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、
宮
本
さ

ん
は
商
店
街
の
未
来
に
つ
い
て
話
し

て
く
れ
た
。

の
職
員
も
メ
ン
バ
ー
の
一
員
だ
。

商
店
街
の
発
展
を
目
指
し

一
般
社
団
法
人
化

　
若
き
ゃ
も
ん
会
の
メ
ン
バ
ー
は
と

に
か
く
仲
が
良
い
。
取
材
中
も
狭
い

ス
ペ
ー
ス
に
膝
を
突
き
合
わ
せ
、
冗

談
を
言
い
つ
つ
「
い
っ
つ
も
こ
ん
な

調
子
っ
ち
ゃ
け
ん
ね
」
と
笑
い
合
っ

て
い
る
。
杉
本
さ
ん
は
語
る
。「
日
々

の
中
で
一
番
考
え
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
の
は
、
も
ち
ろ
ん
自
分
た
ち
の
店

を
い
か
に
良
く
し
て
い
く
か
と
い
う
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年
代
に
は
旧
・
一
の
宮
町
で
最
も
活

気
の
あ
る
地
域
密
着
型
の
商
店
街
だ

っ
た
。
し
か
し
、
平
成
に
な
る
と
大

型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
な

ど
の
影
響
で
次
第
に
客
足
が
遠
の
き
、

加
え
て
、
当
時
は
観
光
客
に
は
見
向

き
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
阿

蘇
神
社
に
は
年
間
25
万
人
の
観
光
客

が
来
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
店
街
に

流
れ
る
人
は
ゼ
ロ
と
い
う
状
態
と
な

っ
た
。
つ
い
に
’99
年
に
は
、
地
元
の

新
聞
に「
消
え
ゆ
く
灯（
と
も
し
び
）」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
沈
み
ゆ
く
商

店
街
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
記
事
を
見
て
立
ち
上
が
っ
た

の
が
、
商
店
街
の
若
者
た
ち
だ
。「
親

か
ら
『
細
々
と
商
売
し
て
い
れ
ば
お

前
の
代
ま
で
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
』
と

言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
新
聞
記
事

を
読
ん
だ
時
、
俺
ら
の
商
店
街
は
外

か
ら
見
た
ら
〝
死
に
か
け
〞
だ
と
わ

か
っ
た
。」「
G
W
で
も
通
り
で
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
ほ
ど
人
通
り

が
な
く
『
こ
の
ま
ま
で
は
い
か
ん
』

と
焦
っ
て
い
た
」|
|
。
自
分
た
ち

の
置
か
れ
た
状
況
を
冷
静
に
判
断
し

た
商
店
街
の
後
継
者
た
ち
は
10
名
ほ

ど
で
「
若
き
ゃ
も
ん
会
」
を
結
成
。

商
店
街
の
立
て
直
し
に
動
き
出
し
た
。

初
代
代
表
で
あ
る
杉
本
真
也
さ
ん
は

「
こ
ん
な
状
況
だ
け
れ
ど
、
い
ま
な

ら
ま
だ
余
力
が
あ
る
。
何
と
か
し
な

い
と
い
か
ん
」
と
こ
の
時
腹
を
く
く

っ
た
と
い
う
。

　
’02
年
に
は
手
始
め
に
、
毎
年
開
催

し
て
は
い
た
も
の
の
、
盛
り
上
が
り

に
欠
け
て
い
た
夜
市
（
夏
祭
）
で
、

抽
選
券
付
き
の
金
券
を
作
り
、
メ
ン

バ
ー
で
買
い
取
っ
て
販
売
し
た
。
景

品
と
し
て
ガ
ソ
リ
ン
1
0
0
0
ℓ
券

や
旅
行
な
ど
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
、

約
1
0
0
0
人
の
集
客
に
成
功
。
し

か
し
、
そ
の
集
客
は
イ
ベ
ン
ト
の
時

だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。
翌
年
か
ら
夜

周辺の被災者も訪れた
商店街主導の炊き出し

4月16日の昼より、電気が復旧
するまでの約1週間「若きゃも
ん会」主導で炊き出しが行われ
た。炊き出しは正午と午後5時
からの2回で約150人分を用意。
宮本さんが商店街のフェイスブ
ックで炊き出し情報を発信した
ため、一の宮小学校などの避難
所や車中泊をしていた被災者も
多数訪れた

補助金を活用し
夏祭をパワーアップ

恒例の夜市（夏祭）は毎年7・8
月の2回開催。’16年は震災復興
のための国の補助金を活用し、
イベントのPRが強化できた。抽
選会の特賞・4WDの軽トラック
が地域住民から注目を集め、1
枚100円×10枚綴り（抽選券付
き）で1,000円のチケットは1,0
00セットがあっという間に完売
した

若い力とアイデアを活かし
観光客ゼロから年間35万人に

文具店「丹波屋」4代目。観
光客向けに、水に濡らすと文
字が浮き出るおみくじを開発

若きゃもん会 代表
岩永芳幸さん

全国商工会青年部連合会、熊
本県商工会青年部連合会の会
長を務めた

若きゃもん会 副代表
宮本博史さん

精肉店「阿蘇とり宮」2代目。
注文を受けてから揚げる馬ロ
ッケは商店街のいち押しの名
物となる

元・若きゃもん会 会長
杉本真也さん

阿蘇市役所勤務。商店街の個
店主ではないものの若きゃも
ん会に所属、活動している

若きゃもん会 会計
荒木仁さん
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C O L U M N

商工会が屋台村を立ち上
げ、実務は「まちづくり
益城」が担う。「まちづく
り益城」は地方創生をめ
ざすため町商工会役員に
より設立された一般社団
法人だ

一般社団法人 
まちづくり益城 代表理事
熊宮敏紘さん
益城町商工会 会長
住永金司さん
益城町商工会 事務局長
髙橋敏宏さん

1）屋台村の外観。約300㎡の大型テントが設置されている。2）営業時間は10:00～23:00。ひっきりなしに地域住民が訪れている。3）テントの
内側には訪問客による応援メッセージが。防災大臣からのメッセージも。4）熊本名物「太平燕」が人気

料
で
貸
し
出
し
た
。
震
災
前
に
は
地

域
に
点
在
し
て
い
た
店
舗
が
屋
台
村

に
集
結
し
、
6
月
25
日
か
ら
仮
営
業

を
始
め
た
。

　
地
域
住
民
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
を
想

定
し
、
80
席
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
形
式

に
。
夜
も
23
時
ま
で
と
営
業
時
間
を

長
め
に
設
定
し
た
。
店
主
や
お
客
さ

ん
の
要
望
を
す
ぐ
に
聞
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
を
一
名

常
駐
さ
せ
て
い
る
。

「
益
城
町
の
産
業
は
農
業
と
建
設
が

主
で
観
光
地
も
な
い
小
さ
な
町
で
す
。

商
工
会
に
加
盟
す
る
5
1
0
会
員
の

う
ち
、
小
売
店
は
50
以
下
。
地
震
後
、

屋
台
村
の
オ
ー
プ
ン
前
に
営
業
を
再

開
で
き
た
店
舗
は
わ
ず
か
1
割
で
、

廃
業
を
考
え
る
事
業
者
も
多
く
、
皆

が
暗
い
面
持
ち
で
し
た
。
し
か
し
屋

台
村
を
開
設
し
た
後
は
、
住
民
と
一

緒
に
立
ち
上
が
る
勇
気
が
湧
い
て
き

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

（
益
城
町
商
工
会
会
長
・
住
永
金
司

さ
ん
）。

　
開
設
か
ら
2
カ
月
で
4
万
5
0
0

0
人
も
の
人
々
が
訪
れ
て
い
る
。
う

ち
6
割
が
地
元
住
民
だ
。
9
月
よ
り

別
の
エ
リ
ア
で
も
屋
台
村
を
開
設
し
、

地
域
復
興
へ
の
下
地
づ
く
り
を
着
々

と
進
め
て
い
る
。

　
住
宅
の
9
割
以
上
が
倒
壊
と
い
う

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
益
城
町
。
商
工

会
に
は
「
店
が
壊
れ
て
商
売
が
で
き

な
い
。
明
日
か
ら
ど
う
や
っ
て
生
活

し
た
ら
い
い
の
か
」
と
い
う
事
業
者

た
ち
の
悲
鳴
が
殺
到
し
た
。
そ
う
し

た
人
々
を
支
え
る
べ
く
、
町
商
工
会

と
一
般
社
団
法
人
「
ま
ち
づ
く
り
益

城
」
が
立
ち
上
げ
た
の
が
「
益
城
復

興
市
場
・
屋
台
村
」
だ
。
住
民
の
避

難
所
が
あ
る
よ
う
に
、
商
店
の
避
難

所
を
作
る
と
い
う
目
的
で
立
ち
上
げ

ら
れ
た
。

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
駐
車
場
の

一
角
を
借
り
上
げ
て
大
型
テ
ン
ト
を

設
営
。
町
内
の
事
業
者
に
出
店
料
無

被災した商店と住民のために
「益城復興市場・屋台村」

店舗を失くしてしまった事業者のために

テントでの仮営業を促す試みが始まった

益城町商工会 ＋ 一般社団法人まちづくり益城

／熊本県上益城郡益城町

1

県道28号線沿いの駐
車場に設置されたテ
ント村。居酒屋、食
堂、美容院や物販店
など15店舗21業者
が営業している

D ATA

2

34

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。

MAP

益城復興
市場・
屋台村

秋津川

九州自動車道
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KEY WORD

復
興
へ
の
想
い
は
、
軽
ト
ラ
に
載
せ
て

ゆ
ふ
い
ん
花
の
木
通
り
商
店
街
協
同
組
合
／
大
分
県
由
布
市

由布市役所湯布院庁舎と隣接した南北240m
の商店街。精肉店や豆腐店、薬局などの専
門店23店舗が軒を連ねる。軽トラ朝市は現
在17台登録、常時12～15台以上が出店

D ATA

MAP

1）無農薬栽培で米を作る農家によるポン菓子実演販売には、子どもや観光客も興味津々。2）
NPO法人『湯布院まちづくり推進機構 ベンチプロジェクト』による巣箱作り体験。3、4）大
分県最南端・佐伯市の蒲江漁港の漁師の団体から市場を通さず届けられる鮮魚なども販売

「地元の良いものを広め
ながら、商店街の価値
を高めていきたい」

ゆふいん花の木通り
商店街協同組合 理事長
今吉達也さん

商
店
街
と
市
が
協
力
し
合
い

被
災
地
に
元
気
を
届
け
る

「
さ
ぁ
〜
そ
ろ
そ
ろ
大
塚
農
園
さ
ん

の
昔
懐
か
し
い
ポ
ン
菓
子
が
で
き
ま

す
よ
！
」
快
活
な
声
が
朝
の
商
店
街

に
響
き
わ
た
る
。

　
熊
本
・
大
分
地
震
で
被
災
し
た
名

湯
地
・
湯
布
院
の
花
の
木
通
り
商
店

街
で
は
、
毎
月
第
4
日
曜
の
朝
に
軽

ト
ラ
朝
市
を
開
催
し
て
い
る
。

　
市
の
商
工
観
光
課
、
農
政
課
と
組

ん
で
’15
年
9
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

取
組
み
は
、
4
月
は
震
災
、
5
月
は

大
雨
で
中
止
と
な
っ
た
が
、「
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
し
よ
う
」
と
、
6
月
か

ら
再
開
。「
由
布
市
や
大
分
県
の
名

産
物
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
各
地
か

ら
農
作
物
や
海
産
物
を
載
せ
た
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
が
集
合
。
同
時
に
商
店
街

内
の
店
舗
も
「
一
店
一
品
、
自
慢
の

品
」
を
店
先
に
並
べ
、
女
性
D
J
が

軽
快
に
各
店
を
紹
介
す
る
。

　
国
の
復
興
支
援
「
九
州
ふ
っ
こ
う

割
」
も
7
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
回

復
の
兆
し
を
見
せ
つ
つ
あ
る
観
光
客

や
、
確
か
な
品
質
の
生
鮮
品
を
求
め

る
地
元
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

「
風
評
被
害
を
一
掃
し
、
湯
布
院
だ

け
で
な
く
オ
ー
ル
九
州
を
復
興
す
る

想
い
で
、
被
災
地
に
元
気
を
届
け
た

い
」
と
理
事
長
の
今
吉
達
也
さ
ん
。

そ
の
傍
ら
で
「
ポ
ン
ッ
」
と
い
う
破

裂
音
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
あ
が
っ
た
。

1

24

3
由布院駅

◀日田駅

大
分
駅
▼

由布市役所 
湯布院庁舎

ゆふいん
花の木通り
商店街
協同組合
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イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
協
会
の
脇
川
達
哉

さ
ん
。
武
本
さ
ん
と
は
以
前
開
催
し

た
商
店
街
の
直
売
イ
ベ
ン
ト
で
知
り

合
っ
た
。
被
災
地
か
ら
出
向
き
、
熊

本
と
福
岡
の
架
け
橋
を
担
っ
て
い
る
。

　
売
り
場
は
8
月
ま
で
は
無
償
で
提

供
。
そ
の
後
’17
年
4
月
末
ま
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
低
賃
料
で

貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　
井
尻
商
店
街
と
し
て
も
、
こ
の
直

売
所
に
よ
っ
て
扱
う
商
品
に
多
様
性

が
生
ま
れ
た
り
、
空
き
店
舗
対
策
に

な
っ
た
り
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

一
方
的
な
支
援
で
は
な
く
互
い
に
助

け
合
え
る
関
係
が
育
ま
れ
て
い
る
。

被
災
地
支
援
か
ら
生
ま
れ
る

互
い
に
助
け
合
え
る
関
係

　
被
災
地
か
ら
少
し
離
れ
た
小
さ
な

商
店
街
が
、
熊
本
を
力
強
く
支
援
し

て
い
る
。
福
岡
県
福
岡
市
の
井
尻
商

店
街
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

「
P
O
P
O
T
I
N
（
ポ
ポ
タ
ン
）」

で
被
災
地
商
品
を
6
月
か
ら
販
売
。

現
地
か
ら
の
商
品
が
状
況
を
伝
え
る

パ
ネ
ル
と
と
も
に
並
ぶ
。
売
上
は
8

月
ま
で
全
額
熊
本
に
還
元
さ
れ
た
。

「
売
り
場
を
失
っ
た
店
主
た
ち
に
、

う
ち
の
商
店
街
で
場
所
を
提
供
し
て
、

少
し
で
も
光
が
見
え
れ
ば
」
│
│
理

事
長
の
武
本
春
一
さ
ん
は
、
打
ち
上

げ
花
火
の
よ
う
な
一
時
的
な
も
の
で

は
な
く
、
被
災
者
の
自
立
支
援
に
し

っ
か
り
と
つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
が

し
た
い
と
い
う
強
い
想
い
で
動
い
て

い
る
。

　
こ
の
直
売
所
の
運
営
を
務
め
る
の

は
N
P
O
法
人 

日
本
グ
ロ
ー
バ
ル

43坪2階建ての「POPOTIN（ポポタン）」。1階には震災直後から熊本の商品が並ぶ。2階は地域のイベントなども開催されるコミュニティスペースとなっている

1）細い通りに昔ながらの佇まいが約400m続く井尻商店街。2）店先には熊本産のみずみ
ずしい青果、3）伝統工芸品などで溢れる店内も

123 製茶店店主の武本さ
んと熊本出身の脇川
さんは常に熊本の情
報を共有している

NPO法人 日本グローバル
インターシップ協会 理事長
脇川達哉さん（右）

井尻商店街振興組合 理事長
武本春一さん（左）

博多から電車で30分弱。コンパク
トな商店街ながらも地域のさまざ
まな活動の舞台としても機能する

井
尻
商
店
街
振
興
組
合

／
福
岡
県
福
岡
市

被
災
地
商
品
を
継
続
販
売
す
る

商
店
街
の
取
組
み

C ase

2

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。

井尻駅

井尻商店街
振興組合
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後
、
震
災
時
の
店
舗
の
あ
り
方
を
考

え
、
せ
め
て
地
域
住
民
の
生
活
用
水

の
確
保
が
で
き
る
よ
う
に
と
配
慮
し

た
の
だ
。
店
舗
の
隣
に
は
、
災
害
時

に
避
難
所
に
も
な
る
広
い
用
地
も
所

有
し
て
お
り
、
防
災
や
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
べ
く
、
普
段
か
ら
意

識
し
て
活
動
し
て
き
た
。

　
多
く
の
大
規
模
商
業
施
設
が
被
災

し
、
想
定
し
て
い
た
物
資
供
給
拠
点

が
機
能
し
な
か
っ
た
今
回
の
震
災
。

鹿
本
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
小
規
模
の
商
業
施
設
も
、
非
常

時
の
拠
点
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
た
。

小
さ
な
共
同
店
舗
が

地
域
の
大
き
な
支
え
に

　
被
害
の
大
き
か
っ
た
熊
本
中
心
部

か
ら
北
へ
25
㎞
。
山
鹿
市
の
協
同
組

合
鹿
本
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

は
、
防
災
用
の
井
戸
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
地
震
で
は
山
鹿
市
に

は
目
立
っ
た
被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
水
道
が
止
ま
っ
た
熊
本
中
心
部

か
ら
、
多
く
の
人
々
が
水
を
求
め
て

こ
の
場
所
を
訪
れ
た
。

「
2
週
間
近
く
水
が
出
な
い
地
域
も

あ
り
ま
し
た
。
市
内
か
ら
通
常
は
車

で
1
時
間
の
と
こ
ろ
、
当
時
は
3
時

間
か
け
な
が
ら
山
鹿
を
訪
れ
た
人
た

ち
に
、
井
戸
か
ら
生
活
用
水
を
配
り

ま
し
た
。
飲
み
水
は
、
店
内
装
置
で

井
戸
水
を
ろ
過
し
て
無
償
提
供
し
ま

し
た
」
と
、
事
務
局
長
の
井
出
浩
一

さ
ん
が
当
時
を
振
り
返
る
。

　
井
戸
の
設
置
に
は
国
の
ま
ち
づ
く

り
補
助
金
を
活
用
。
東
日
本
大
震
災

近郊から被災地をバックアップ

1、2）井戸はモーター式で、発電機も格納されている。使用方法は防災訓練で学ぶ。3）昭和40年代に栄えた約
600mの来民（くたみ）商店街は、現在はいくつかの店舗は残るものの人通りは少ない。4）その来民商店街の店主
たちが昭和57年に地元に共同店舗をオープンさせた。5）震災直後、多くの人々を救った井戸

12

345

共同店舗の組合員たちを支え
る事務方の責任者として、震
災直後は支援活動も牽引

協同組合 鹿本ショッピングセンター 
事務局長
井出浩一さん

6組合員から成る共同店舗。小規 
模だが地域貢献度は高い。地元高 
校の職業訓練の場にもなっている

D ATA

協
同
組
合 

鹿
本
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

／
熊
本
県
山
鹿
市

被
災
地
の
人
々
が
次
々
と
訪
れ
た

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
井
戸

C ase

1

山鹿市役所
鹿本市民センター

鹿本ショッピン
グセンター
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商 店 街 は 、　 　 　 　 　 今 日 も が ん ば っ て い ま す！

健軍商店街／熊本県熊本市

商店街に事務所をかまえる熊本の
プロバスケットボールチーム。子
どもたちの夢を育む地域密着型の
活動が地元で愛されている

蜂楽饅頭
上通商店街／熊本県熊本市

北海道産小豆を使い、昔ながらの
無添加手作りにこだわる「蜂楽饅
頭」は、白餡、黒餡合わせて1日
3,000個売れる名物。1個100円

上通アイスキャンディー
上通商店街／熊本県熊本市

創業60年の老舗「岡田珈琲」の
夏限定の名物。こだわり素材で手
作りする12種にはトマトや塩ミ
ルクなど個性派も。1本130円

若鶏皮唐揚
花の木通り商店街／大分県由布市

特製ダレに漬け込んでカリッと揚
げた「河原精肉店」の若鶏皮唐揚。
冷めてもパリパリでピリ辛味が酒
の肴に最適。1パック200円

商店街の名物たち

創業65周年を迎えた「シューズ
ショップ・ミワ」3代目の正洋さ
ん。医療知識にも精通し、丁寧な
接客で歩きやすい靴を提案する

釼
み

羽
わ

正洋さん
「シューズショップ・ミワ」　
健軍商店街／熊本県熊本市

昭和24年から続く「斉藤時計店」。3代目の
勝利さんは先達が築いてきたお客様との信頼
関係が大事と語る。「100年をめざしてます」

斉藤勝利さん
「有限会社斉藤時計店」　
サンロード新市街商店街／熊本県熊本市

冨永裕二さん（左）、華代子さん（右）
「温石惣菜」　
上通商店街／熊本県熊本市

学生から勤め人、お年寄りまで親しまれてい
る惣菜店「温石惣菜」を夫婦で営む。「冷め
てもおいしい手作りの味を心がけています」

熊本ヴォルターズ
（バスケットボールチーム）
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笑顔がつなぐ、商店街の未来

商 店 街 は 、　 　 　 　 　 今 日 も が ん ば っ て い ま す！

「あまくさあじ」など地元産を中
心に全国の新鮮な魚介が揃う「藤
原鮮魚」の2代目。「昔ながらの対
面販売を大事にしています」

藤原義大さん

「藤原鮮魚」　
健軍商店街／熊本県熊本市

6時間かけた水出しコーヒーが一押し。「うち
の商店街はみんな家族みたいに仲良しです！  
みんなで復興に向けてがんばります！」

山本沙記さん

昭和3年創業の老舗を受け継いだ前原さんは
シューケアアドバイザー。リーガル専門店と
して「靴をあつらえる文化を伝えていきたい」

前原孝志郎さん

「有限会社マエハラ靴店」　
下通商店街／熊本県熊本市

「生まれ育った上通に恩返ししたい」と話す
商栄会青年会役員の金城さん。人情味があり
結束力の強さが上通の魅力だと話す

金
かね

城
しろ

博之さん

「NKビル」　
上通商店街／熊本県熊本市

教員を経てUターンした安田さんは、商店街
振興組合青年部の最年少理事。「復興だけで
なく、常に活気のある商店街にしたいです」

安田征司さん

「新市街不動産 安田ビル産業株式会社」　
サンロード新市街商店街／熊本県熊本市

「ELEPHANT COFFEE」　
阿蘇門前町商店街／熊本県阿蘇市

/  Kumamoto /  Oita /
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い
ま
ま
で
の
防
災
対
策
で
は 

被
災
時
に
は
機
能
し
な
か
っ
た

国
崎　
熊
本
の
商
店
街
や
商
工
会
議

所
で
は
、
皆
が
手
を
取
り
合
っ
て
復

興
に
向
け
て
動
い
て
い
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
地
震
の
前
に
行

っ
て
い
た
、
防
災
へ
の
取
組
み
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

田
村　
長
き
に
わ
た
り
、
熊
本
の
歴

史
は
台
風
と
水
害
と
の
戦
い
と
と
も

に
あ
り
ま
し
た
。
大
き
な
地
震
も
な

か
っ
た
た
め
、
本
当
に
今
回
の
地
震

は
ま
っ
た
く
の
想
定
外
で
し
た
ね
。

松
永　
昭
和
28
年
の
大
水
害
で
は
川

が
増
水
し
て
洪
水
が
起
こ
っ
て
、
中

心
部
で
は
床
上
3
m
も
水
位
が
上
が

り
、
商
店
街
全
体
が
水
に
浸
か
り
ま

し
た
。
熊
本
市
中
心
商
店
街
等
連
合

協
議
会
（
以
下
、
中
商
協
）
で
は
、

水
害
対
策
に
特
化
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
た
。
地
震
に
対
し
て
の
危
機
管

理
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

釼
羽　
個
店
や
医
療
機
関
を
含
め
た

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
民
家
だ
け
で
な
く
、
店
舗

や
医
療
機
関
も
全
て
被
災
し
た
た
め

防
災
マ
ッ
プ
は
ま
っ
た
く
役
に
立
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。

熊
本
を
揺
る
が
し
た
地
震 

商
店
街
は
終
わ
っ
た
と
思
っ
た

国
崎　
地
震
発
生
時
か
ら
ど
の
よ
う

な
行
動
を
さ
れ
ま
し
た
か
。

松
永　
最
初
の
地
震
の
発
生
直
後
は

停
電
も
な
か
っ
た
の
で
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
次
の
日
は
ち

ら
か
っ
た
自
宅
の
片
づ
け
を
し
て
い

ま
し
た
。
す
る
と
夜
中
に
本
震
が
あ

り
、
早
朝
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
被
害

の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
朝
7
時

に
商
店
街
を
見
に
行
っ
た
ら
、
普
段

は
一
日
3
〜
4
万
人
の
通
行
量
が
あ

る
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
見
か
け
た
の
は

2
人
の
み
。「
商
店
街
の
将
来
は
な

く
な
っ
た
」
と
思
い
ま
し
た
ね
。
ど

う
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま

と
り
あ
え
ず
片
づ
け
を
し
て
い
た
ら
、

商
工
会
議
所
か
ら
「
炊
き
出
し
で
も

何
で
も
い
い
か
ら
、
お
店
を
開
け
て

も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
電

話
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
連
絡
網
を
使

っ
て
店
舗
に
電
話
を
し
て
み
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
つ
な
が
ら
な

く
て
。

　

皆
、
避
難
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、

余
震
が
続
く
中
、
ま
た
大
き
な
地
震

が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖

も
あ
っ
て
、
お
店
に
人
が
戻
っ
て
こ

な
か
っ
た
ん
で
す
。

　
N
H
K
が
取
材
に
来
た
の
で
、
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
「
熊
本
の
皆
さ
ん
、

お
店
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。
熊
本
の

外
の
皆
さ
ん
、
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
よ
（
笑
）。

4
月
29
日
に
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が

視
察
に
訪
れ
、
各
商
店
街
の
要
望
を

聴
取
し
て
全
面
的
な
支
援
を
約
束
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
5
月
1
日
か

ら
は
電
気
と
ガ
ス
が
開
通
し
た
の
で
、

そ
の
日
か
ら
2
カ
月
間
、「
在
庫
一

掃
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
」
と
し
て
ア
ー
ケ

ー
ド
内
の
店
舗
が
露
店
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
も
と
も
と
こ
の
場
所
で
は

露
店
の
出
店
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い

の
で
す
が
、
警
察
に
か
け
合
っ
て
使

用
許
可
を
と
り
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、

周
辺
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

が
被
災
し
て
閉
店
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
普
段
よ
り
も
か
な
り
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
よ
。

　
後
に
な
っ
て
、
改
め
て
感
じ
た
の

で
す
が
、
店
を
開
け
る
こ
と
が
店
主

だ
け
で
な
く
地
元
の
方
々
の
日
常
を

取
り
戻
す
こ
と
な
ん
だ
と
実
感
し
た

の
を
憶
え
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
店
を
開
け
よ
う 

商
店
街
が
あ
る
こ
と
の
安
心
感

国
崎　
商
店
街
は
災
害
に
備
え
る
た

め
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
強
く

す
べ
き
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
災

害
時
は
「
い
か
に
早
く
店
舗
を
再
建

さ
せ
る
か
」
も
重
要
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
店
主
は
売
り
上
げ
が
な

け
れ
ば
生
活
が
で
き
ま
せ
ん
。
店
を

閉
め
た
ま
ま
に
し
て
い
る
う
ち
、
商

売
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
躊
躇
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

田
村　
店
舗
を
い
ち
早
く
開
け
る
と

い
う
ス
ピ
ー
ド
感
は
重
要
で
す
。

〝
平
時
と
同
じ
よ
う
に
、
人
の
流
れ

が
あ
る
〞
と
い
う
こ
と
に
、
人
は
安

心
感
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

釼
羽　
本
震
の
後
は
私
は
視
察
団
や

メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
妻
と
息
子
が
自
店
の
片

づ
け
を
し
な
が
ら
す
ぐ
に
店
を
開
け

ま
し
た
。
震
災
当
日
、
翌
日
の
2
日

間
し
か
お
店
は
休
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
崎　
商
店
街
の
安
否
確
認
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
か
。

釼
羽　
各
店
舗
を
訪
れ
て
安
否
確
認

を
行
い
ま
し
た
。
一
番
早
か
っ
た
の

地震発生から復興までの道のり

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。
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熊
本
地
震

熊
本
地
震
か
ら
商
店
街
は
い
っ
た
い
何
を
学
ん
だ
の
か
。

今
回
、
被
災
時
に
奔
走
し
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
と
想
い
を
、
こ
こ
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

健軍商店街の理事・相談役、
熊本県商店街振興組合連合会
の会長として、県内の商店街
の復旧・復興を牽引する

熊本県商店街振興組合連合会 会長／
健軍商店街振興組合 理事・相談役

釼羽逸朗さん

文部科学省「地震調査研究推
進本部政策委員会」の防災委
員ほか、熊本県益城町では避
難所対策チーム内の防災アド
バイザーを務める

株式会社 危機管理教育研究所
代表／危機管理アドバイザー

国崎信江さん

熊本市中心商店街等連合協議
会は市内中心部にある8つの
商店街の共同事業を行う。下
通繁栄会は市内一のにぎわい
を見せるアーケード繁華街

熊本市中心商店街等連合協議会 
会長／下通繁栄会 会長

松永和典さん

企業だけでなく市内商店街の
振興に努める。熊本商工会議
所は、九州商工会議所連合会、
日本商工会議所との強いネッ
トワークをいかして、地域の
復旧・復興支援に取組む

熊本商工会議所 
商工観光振興部 部長

田村 仁さん

特別
座談会
特別
座談会
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全
国
の
会
議
所
職
員
に
よ
る

相
談
窓
口
の
応
援
が

助
か
り
ま
し
た

商
店
街
が
も
つ

「
共
助
」
の
力
は

災
害
時
に
発
揮
で
き
ま
す

が
落
ち
、
お
客
様
が
頭
部
を
負
傷
さ

れ
ま
し
た
。
余
震
で
ボ
ル
ト
が
ゆ
る

ん
だ
た
め
で
す
。

釼
羽　
現
在
ま
で
で
余
震
は
合
計
2

0
7
2
回
も
起
き
て
い
ま
す
。
余
震

が
起
き
て
い
る
間
は
、
施
設
の
点
検

は
継
続
的
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

松
永　
耐
震
な
ど
、
災
害
が
起
こ
る

前
の
対
策
に
つ
い
て
も
国
の
助
成
金

店を開けることが店主だけでなく　　　　　　地元の方々の活力になった

い
ま
、
災
害
と
商
店
街
を
考
え
る
。

国崎信江さん 田村 仁さん

ン
ト
の
実
施
や
、
商
店
街
の
復
活
で

売
上
を
上
げ
る
こ
と
は
復
興
へ
の
近

道
で
す
ね
。
助
成
金
や
支
援
制
度
は

政
府
だ
け
で
な
く
、
日
本
財
団
や
赤

い
羽
根
募
金
な
ど
の
様
々
な
組
織
や

団
体
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
金
の
備
え
、
融
資
制
度
な
ど
も
知

識
が
な
い
と
損
を
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
ら
情
報
収
集
の
た
め

の
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

ま
だ
余
震
は
続
い
て
い
る 

耐
震
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

田
村　
熊
本
地
震
は
夜
中
に
起
こ
っ

た
た
め
被
害
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

ま
し
た
。
4
月
で
気
候
も
良
か
っ
た

の
も
幸
い
で
す
。
し
か
し
い
ま
（
’16 

年
9
月
現
在
）
も
な
お
7
割
の
店
舗
、

企
業
が
建
物
を
完
全
復
旧
で
き
て
い

な
い
中
で
営
業
し
て
い
ま
す
。
復
旧

の
前
に
ま
ず
被
害
の
実
態
を
調
査
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
今

の
時
点
で
は
見
積
も
り
が
で
き
る
業

者
が
足
り
な
い
し
、
建
設
業
者
も
足

り
な
い
。

松
永　
ア
ー
ケ
ー
ド
は
本
震
の
直
後

に
点
検
を
し
た
の
で
す
が
、
5
ヶ
月

後
に
店
舗
と
の
隙
間
か
ら
ア
ル
ミ
板

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

松
永　
そ
れ
は
難
し
い
と
思
い
ま
す

よ
。
個
店
は
在
庫
を
抱
え
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
か
ら
。

釼
羽　
商
店
街
に
防
災
用
品
や
保
存

食
を
備
蓄
し
て
お
く
の
が
理
想
で
す

が
、
な
か
な
か
場
所
が
な
い
。
今
後

は
、
地
域
や
学
校
が
行
う
防
災
対
策

に
商
店
街
も
加
わ
る
こ
と
で
、
そ
う

い
っ
た
課
題
に
も
対
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

国
崎　
そ
う
で
す
ね
。
ひ
と
つ
今
後

の
参
考
に
で
き
る
事
例
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
以
前
、
東
京
都
の
下
高
井

戸
商
店
街
と
、
生
活
防
災
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
に
、
防
災
用
品
や
食
料
備
蓄

な
ど
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
商

店
街
で
販
売
し
て
い
る
商
品
で
、
い

ざ
と
い
う
と
き
役
立
つ
生
活
用
品
や

食
料
品
も
あ
る
の
で
す
よ
、
と
商
店

街
の
商
品
を
中
心
に
無
理
な
く
で
き

る
「
家
庭
内
流
通
備
蓄
ⓒ
」
の
備

え
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

日
頃
は
家
庭
に
お
け
る
備
え
の
充
実

を
手
助
け
し
、
非
常
時
に
も
で
き
る

だ
け
商
店
街
に
あ
る
も
の
を
地
域
の

た
め
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

望
み
ま
す
。

商
店
街
こ
そ
被
災
時
の
助
け
に 

や
れ
る
こ
と
は
必
ず
あ
る

国
崎　
避
難
所
で
は
、
避
難
者
の
生

活
用
品
や
運
営
に
も
多
く
の
備
品
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
品
を

遠
く
の
業
者
に
注
文
す
る
の
で
は
な

く
、
商
店
街
で
調
達
で
き
る
と
い
い

の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
の
で
す

が
あ
れ
ば
助
か
り
ま

す
よ
ね
。
私
自
身
は
、

あ
と
2
年
ほ
ど
で
市

街
地
の
復
興
は
ほ
ぼ

完
了
す
る
の
で
は
と

予
測
し
て
い
る
の
で

す
が
。

田
村　
し
か
し
、
熊

本
の
シ
ン
ボ
ル
で
、

県
民
の
心
の
拠
り
処
、

そ
し
て
観
光
地
で
も

あ
る
熊
本
城
は
石
垣

が
崩
壊
し
、
現
在
も

立
ち
入
り
禁
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。
復
旧

に
は
5
年
か
か
る
と

も
10
年
か
か
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
旧
を
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熊
本
の
商
店
街
は

濃
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

健
在
し
て
い
ま
す

店
舗
の
再
建
は

ス
ピ
ー
ド
感
が

重
要
で
す

2
回
、
出
張
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

し
た
。
8
月
末
ま
で
に
4
6
1
7
件

の
相
談
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
約
8

割
は
補
助
金
の
こ
と
で
し
た
が
、
借

入
金
の
返
済
猶
予
、
被
災
証
明
の
取

得
方
法
な
ど
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

情
報
を
伝
え
る
た
め
の
手
段
も
マ
ン

パ
ワ
ー
も
足
り
ず
、
苦
労
し
た
ん
で

す
。
そ
の
た
め
九
州
内
や
全
国
の
商

工
会
議
所
か
ら
応
援
指
導
員
を
の
べ

店を開けることが店主だけでなく　　　　　　地元の方々の活力になった 特別
座談会

松永和典さん 釼羽逸朗さん

は
口
伝
え
で
す
が
、
緊
急
連
絡
網
の

整
備
を
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
な
と

思
い
ま
し
た
。

松
永　
お
店
の
固
定
電
話
と
F
A
X

の
連
絡
網
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
安
全
確
認
の
た
め
に
連
絡
し
よ

う
と
し
て
も
、
役
に
立
ち
ま
せ
ん
で

し
た
。
中
商
協
の
加
盟
店
の
多
く
は

テ
ナ
ン
ト
入
居
の
た
め
、
営
業
時
間

外
に
は
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
ん
で

す
。
今
回
の
よ
う
に
夜
に
地
震
が
起

こ
っ
た
時
の
た
め
に
携
帯
電
話
も
付

け
加
え
た
ほ
う
が
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

田
村　
若
い
職
員
同
士
が
L
I
N
E

で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
の
を
見

て
便
利
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
商
店

街
で
も
声
を
か
け
合
っ
て
、
L
I
N

E
を
登
録
し
て
お
く
の
も
い
い
と
思

い
ま
す
。

商
店
街
の
理
事
と
し
て
の
責
任

再
建
へ
向
け
苦
闘
の
日
々

国
崎　

再
建
に
か
か
わ
る
補
助
金
、

助
成
金
な
ど
制
度
の
情
報
は
ど
う
や

っ
て
共
有
さ
れ
ま
し
た
か
？　

田
村　
前
震
の
翌
日
か
ら
商
工
会
議

所
内
に
特
別
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

下
通
商
店
街
、
健
軍
商
店
街
に
も
週

70
名
ほ
ど
派
遣
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

釼
羽　
健
軍
商
店
街
の
店
主
か
ら
の

相
談
は
、
や
は
り
補
助
金
に
関
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
商
店
街

の
理
事
・
相
談
役
と
し
て
、
私
は
各

店
舗
の
補
助
金
の
申
請
を
採
択
に
つ

な
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
次

募
集
で
は
一
件
に
つ
き
申
請
用
紙
が

11
枚
も
あ
り
、
す
べ
て
の
項
目
を
埋

め
て
い
く
の
は
本
当
に
大
変
で
。
自

を
発
表
し
て
く
れ
た
の
は
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
ね
。
釼
羽
さ
ん
は
申
請

用
紙
の
記
入
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
補
助
金
の
申
請
手
続
き
は
日
を

追
う
ご
と
に
内
容
が
改
良
さ
れ
て
、

2
次
募
集
か
ら
は
大
幅
に
簡
略
化
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
補
助
金
だ
け
で
な

く
、
全
国
の
商
工
会
議
所
や
商
店
街

か
ら
届
い
た
義
援
金
に
も
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。

釼
羽　
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
の

国
か
ら
も
多
大
な
援
助
を
頂
い
て
、

い
つ
か
ど
う
に
か
し
て
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
と
の
協
力
関
係

復
興
へ
、
ま
た
1
歩
近
づ
く

松
永　
毎
年
8
月
に
中
商
協
と
商
工

会
議
所
が
主
催
で
行
っ
て
い
る
「
城

下
町
く
ま
も
と　
ゆ
か
た
祭
」
で
は
、

例
年
通
り
地
元
企
業
か
ら
協
賛
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
企
業
も

被
災
し
て
大
変
だ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の

規
模
を
縮
小
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か

と
い
う
声
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
多

く
の
企
業
が
「
い
つ
も
の
よ
う
に
盛

り
上
が
ろ
う
」
と
力
を
合
わ
せ
て
く

れ
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た
。

国
崎　
地
元
企
業
が
協
賛
す
る
イ
ベ

分
の
不
注
意
で
採
択

さ
れ
な
か
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
、
と
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
で
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
約
1
カ
月

と
申
請
期
間
が
限
ら

れ
て
い
る
な
か
で
、

商
工
会
議
所
の
指
導

員
に
相
談
で
き
た
の

は
本
当
に
助
か
り
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
健
軍
商
店
街
で

申
請
し
て
い
た
グ
ル

ー
プ
補
助
金
は
採
択

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

田
村　
政
府
が
早
い

段
階
で
復
旧
支
援
策
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あ
の
商
店
街
は
こ
う
し
て
い
ま
す

神
戸
元
町
商
店
街
連
合
会 

［
兵
庫
県
神
戸
市
］

は
り
ま
や
橋
商
店
街
振
興
組
合 

［
高
知
県
高
知
市
］

六
角
橋
商
店
街
連
合
会 

［
神
奈
川
県
横
浜
市
］

立
川
市
商
店
街
連
合
会 

［
東
京
都
立
川
市
］

石
山
商
店
街
振
興
組
合 

［
滋
賀
県
大
津
市
］

1

2

3

4

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

明
日
も
し
大
き
な
地
震
が
起
こ
り
、
被
災
し
て
し
ま
っ
た
ら

誰
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

ま
ず
は
、
家
族
、
恋
人
、
友
人
で
し
ょ
う
。

で
は
、
そ
の
次
に
地
域
の
人
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

そ
し
て
、
そ
れ
と
同
時
に

自
分
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
れ
る
人
は
何
人
い
る
で
し
ょ
う
か
。

本
当
に
困
っ
た
時
ほ
ど

普
段
の
付
き
合
い
の
真
価
が
問
わ
れ
ま
す
。

「
あ
の
店
の
人
な
ら
助
け
て
く
れ
る
か
も
」
と
頼
ら
れ
る
こ
と
、

ま
た
、「
被
災
し
て
大
変
そ
う
だ
か
ら
、

あ
の
店
で
買
い
物
を
し
よ
う
」
と
心
配
し
て
も
ら
え
る
こ
と
。

お
互
い
に
顔
が
見
え
る
商
店
街
だ
か
ら
こ
そ

助
け
合
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

そ
れ
は
た
と
え
ば
、
商
店
街
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

普
段
の
仕
事
の
中
で
の
接
客
時
の
会
話
か
ら

生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
関
係
で
す
。

普
段
か
ら
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の
意
識
を
も
つ
こ
と
、

そ
れ
は
結
果
と
し
て
店
舗
の
継
続
、

そ
し
て
防
災
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
商
店
街
、

自
分
の
店
舗
で
あ
れ
ば
何
が
で
き
る
の
か
、

そ
れ
を
今
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

株
式
会
社 

危
機
管
理
教
育
研
究
所 

代
表
／
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
信
江

28

商店街の存在価値を高める
復興へ向けた努力は続いていく

特別
座談会

そ
の
た
め
に
は
、
自
治
体
と
災
害
時

に
必
要
な
物
を
す
ぐ
に
調
達
す
る
仕

組
み
を
話
し
合
っ
て
お
く
と
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

田
村　
確
か
に
地
元
に
あ
る
日
用
品

を
備
蓄
や
支
援
物
資
に
充
て
る
と
い

い
思
い
が
あ
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な

い
」
と
、
逃
避
す
る
人
の
気
持
ち
も

わ
か
り
ま
す
。

国
崎　
は
い
。
し
か
し
、
三
陸
海
岸

付
近
で
は
親
の
代
か
ら
「
い
つ
か
必

ず
地
震
が
来
る
。
そ
の
時
は
高
台
に

避
難
す
る
べ
し
」
と
伝
え
ら
れ
て
い

て
、
東
日
本
大
震
災
で
、
そ
の
教
え

国
崎　
す
ぐ
に
で
き
る
対
策
の
ひ
と

つ
に
、
自
然
災
害
共
済
や
保
険
の
加

入
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
加
入
率

は
全
国
で
約
28
％
と
聞
い
て
い
ま
す
。

地
震
被
害
を
す
ぐ
克
服
す
る
た
め
に
、

地
震
保
険
の
加
入
は
有
効
だ
と
思
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
加
入
さ
れ
て
い

ま
し
た
か
。

松
永　
熊
本
で
は
地
震
が
な
い
と
い

わ
れ
て
い
た
の
で
、
入
っ
て
い
る
人

は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の

場
合
は
自
宅
の
ほ
う
も
仕
事
場
の
ほ

う
も
地
震
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
し

た
。

釼
羽　
う
ち
は
自
宅
で
は
加
入
し
て

い
ま
し
た
が
、
商
店
街
の
店
舗
の
ほ

う
は
加
入
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
震
保
険
は
自
宅
、
店
舗
と
も
に
絶

対
に
入
っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

共
助
の
重
要
性
を
知
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
に

釼
羽　
今
回
の
震
災
で
痛
感
し
た
の

は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の

機
能
が
な
く
な
っ
た
商
店
街
も
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
心
部
の

豪
雨
な
ど
災
害
の
種
類
が
増
え
、
ひ

と
つ
の
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
地
震
だ
け
で
な
く
あ
ら

ゆ
る
災
害
に
目
を
向
け
て
「
で
き
る

対
策
は
尽
く
し
た
」
と
い
う
気
持
ち

で
毎
日
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

松
永　
確
か
に
。
そ
う
で
す
よ
ね
。

う
取
組
み
が
実
現
で
き
た
ら
、
全
国

の
モ
デ
ル
事
業
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

つ
ら
い
経
験
だ
か
ら
こ
そ

私
た
ち
が
次
に
引
き
継
ぐ

国
崎　
い
ま
ま
で
数
々
の
被
災
地
を

訪
れ
て
い
る
な
か
で
耳
に
す
る
の
が
、

「
あ
れ
ほ
ど
の
災
害
は
、
自
分
が
生

き
て
い
る
間
に
は
も
う
来
な
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
そ
の
意
識

の
強
い
方
は
、
苦
労
し
て
後
片
づ
け

を
し
た
あ
と
に
店
舗
の
陳
列
棚
を
固

定
し
て
い
な
い
ま
ま
商
売
を
再
開
し

た
り
、
仮
設
住
宅
で
も
家
具
に
固
定

器
具
を
付
け
な
か
っ
た
り
と
安
全
対

策
を
し
な
い
ま
ま
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
潟
で
は
、
中
越
地
震
の

わ
ず
か
3
年
後
に
中
越
沖
地
震
が
来

て
い
ま
す
。
熊
本
も
い
ま
こ
そ
次
に

備
え
な
け
れ
ば
。

釼
羽　
「
未
来
に
、
こ
れ
以
上
つ
ら

商
店
街
も
健
軍
商
店
街
で
も
「
人

に
会
い
に
行
く
」
と
い
う
目
的
を

も
つ
お
客
さ
ん
は
多
い
の
で
は
。

自
分
の
店
に
は
、
店
主
や
お
客
さ

ん
が
世
間
話
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

共
通
の
話
題
は
、
や
は
り
地
震
。

妻
が「
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
」

と
話
し
相
手
に
な
る
こ
と
で
、
皆

さ
ん
が
精
神
的
に
楽
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
罹
災
証
明
書
の
申

請
方
法
や
内
容
が
わ
か
ら
な
い
お

客
様
に
お
店
で
教
え
て
あ
げ
た
り

も
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
個
人
ま

で
伝
わ
っ
て
い
か
な
い
行
政
か
ら

の
情
報
を
お
客
さ
ん
に
教
え
る
と
、

と
っ
て
も
感
謝
さ
れ
ま
す
。
商
店

街
が
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。

国
崎　
普
段
か
ら
顔
が
見
え
る
お

付
き
合
い
を
さ
れ
て
い
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
強
く
残
る
商
店
街
は
、

災
害
時
に
求
め
ら
れ
る
「
共
助
」

を
効
果
的
に
発
揮
で
き
る
場
で
す

よ
ね
。
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
ふ
ん

ば
り
が
必
要
な
場
面
が
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
「
共
助
」

の
力
を
い
か
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

を
受
け
継
い

で
い
た
お
か

げ
で
助
か
っ

た
方
も
多
か

っ
た
そ
う
で

す
よ
。
経
験

し
た
こ
と
を

次
に
生
か
す

の
は
大
切
な

こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
近

年
は
ゲ
リ
ラ

EGAO03 P29 EGAO03 P28
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港
町
・
神
戸
の
な
か
で
も
、
ハ
イ

カ
ラ
を
象
徴
す
る
神
戸
元
町
商
店
街
。

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
斜
陽
の
気
配

が
増
し
て
い
た
そ
の
時
、
大
震
災
に

見
舞
わ
れ
る
。
そ
こ
で
商
店
街
が
自

ら
に
問
う
た
の
は
、「
地
域
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
」。
こ
の
視
点
こ

そ
が
震
災
時
の
対
応
、
さ
ら
に
震
災

後
の
街
づ
く
り
の
指
針
と
な
り
、
や

が
て
唯
一
無
二
の
魅
力
を
復
活
さ
せ

る
。
震
災
を
通
し
て
見
る
、
商
店
街

の
あ
る
べ
き
姿
と
は
─
─
。

震
災
を
契
機
に
前
進
し
た 

地
域
の
た
め
の
商
店
街
づ
く
り

　
神
戸
市
に
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
だ
が
、
地

盤
が
固
い
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
被

害
の
少
な
か
っ
た
元
町
商
店
街
で
は
、

電
力
復
旧
後
、
商
店
街
の
照
明
を
3

カ
月
に
わ
た
っ
て
灯
し
続
け
た
。

「
被
災
後
は
こ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
通

っ
て
神
戸
駅
か
ら
三
宮
ま
で
向
か
う

人
が
多
か
っ
た
。
足
元
を
明
る
く
照

ら
す
こ
と
で
、
精
神
面
で
も
安
全
面

で
も
力
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
」
と

当
時
を
振
り
返
る
の
は
同
商
店
街
連

合
会
相
談
役
の
奈
良
山
喬
一
さ
ん
。

　
続
い
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
商
店

街
本
来
の
使
命
で
あ
る
〝
物
資
の
提

供
〞
だ
。
自
ら
も
被
災
者
で
あ
る
店

主
た
ち
だ
が
、「
い
ま
は
一
刻
も
早

く
生
活
に
必
要
な
物
資
を
届
け
よ

う
」
と
、
商
店
街
の
約
7
割
の
店
舗

が
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
た
。

「
緊
急
時
に
地
域
や
市
民
の
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
」
を
考
え
、
団
結

し
て
と
っ
た
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
地

元
の
人
々
に
高
く
評
価
さ
れ
る
と
同

時
に
、
店
主
同
士
の
結
束
が
高
ま
る

契
機
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
商
店
街

で
ひ
と
つ
の
目
標
が
共
有
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
将
来
へ

引
き
継
げ
る
よ
う
な
、
地
域
の
た
め

の
商
店
街
づ
く
り
」
だ
。

　
同
連
合
会
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
重

要
な
テ
ー
マ
は
「
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
だ
。
こ
こ
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
の
が
、
防
災
懇
談
会
。

こ
れ
は
、「
来
街
者
の
安
全
を
守
る

の
は
商
店
街
の
義
務
」
と
い
う
奈
良

山
さ
ん
の
思
い
か
ら
、
’03
年
に
発
足
。

商
店
街
だ
け
で
な
く
、
震
災
を
機
に

関
係
を
深
め
た
管
轄
消
防
署
や
警
察

署
も
必
要
に
応
じ
て
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
し
、
震
災
後
か
ら
増
加
し
た

マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
を
含
め
た
全
地

域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
の
が

目
的
だ
。
こ
こ
で
出
た
議
論
を
も
と

2016

5つの商店街振興組合をひとつにまとめる元町商店街連合会。左から同連合会事務局長・中多
英二さん、会長・蓮池國男さん、相談役・奈良山喬一さん、青年部長・片山喜市郎さん、広報
部長・松井隆昌さんと橋本友宏さん。街は新旧の店舗が混在し、独自の景観を誇る
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1 9 9 5 年 1 月 1 7 日、淡路島北部を震源として発生したM7 . 3の兵庫県南部地震。

死者 6 , 4 3 4 名、負傷者 43 , 7 9 2 名、住宅の全壊は 1 0 4 , 9 0 6 棟、

被害総額は約 10 兆円規模と、

兵庫県を中心に近畿圏の広域に多大な被害をおよぼした。

阪神・淡路大震災

1995

震災直後の様子。東灘区・
灘区・長田区などでは火災
や全壊が多く見られた

災
害
後
、

私
た
ち
は

強
く
な
っ
た
。

兵
庫
県
神
戸
市

神
戸
元
町
商
店
街
連
合
会

1Chapter

1

2

3

4
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き
店
舗
は
減
り
来
街
者
は
増
加
し
た
。

　
そ
う
し
て
に
ぎ
わ
う
、
現
在
の
元

町
商
店
街
。
そ
れ
は
、
震
災
を
き
っ

か
け
に
生
ま
れ
た
「
地
域
の
た
め
に

商
店
街
は
何
が
で
き
る
か
」
と
い
う

問
い
に
、
真
摯
に
向
き
合
い
続
け
た

結
果
な
の
だ
。

ょ
う
。
商
店
街
の
資
機
材
を
活
用
で

き
ま
し
た
」
と
同
連
合
会
事
務
局
長

の
中
多
英
二
さ
ん
は
成
果
を
語
る
。

　
被
災
し
た
世
代
を
中
心
に
「
安
心

安
全
」
を
推
し
進
め
る
一
方
で
、
青

年
部
長
の
片
山
喜
市
郎
さ
ん
ら
若
い

世
代
を
中
心
と
し
た
新
た
な
魅
力
の

創
造
も
進
む
。
開
業
意
欲
の
あ
る
若

者
へ
の
空
き
店
舗
貸
出
で
は
、
街
に

新
し
い
彩
り
が
。
地
場
産
業
と
連
携

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
新
住
民
と
の

交
流
が
促
進
。
そ
し
て
元
町
商
店
街

の
ハ
イ
カ
ラ
な
景
観
の
維
持
は
来
る

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
。
結
果
、
空

商店街の各エリアに配置された「まちかど救急ステーショ
ン」を配置。心臓の状態を把握して電気ショックを与える
AEDと、その近隣には市民救命士の資格をもった店主が
店舗を構える。写真は、導入当時その普及に尽力した片山
泰造さん。自身も市民救命士のひとりだ

救急ステーションを設置！

来街者を守るもの！

全長約1.2㎞、およそ300店舗の商店が軒を連ねる巨大
な商店街では、防犯カメラが日夜市民の安全を見守る。ま
た、全天候型のアーケードは風雨を凌ぎ、阪神・淡路大震
災時には街の明かりとして24時間足元を照らし続けた。
津波避難の経路を示す看板もいざという時の助けになる

元町独自のハイカラな街並みを保持するために、ファサー
ドのデザインや色使いに一定のルールを設けた「景観形成
市民協定」を’15年に締結。
有名チェーン店でさえ例外で
はなく、派手な色は控えられ
る。こうした独自の景観が、
商店街の魅力向上に寄与

景観を守る協定を結ぶ！

若い世代がオーナーに！

神戸市の「若年者等商店街就職支援事業」を活用し、空
き店舗を若年者にチャレンジショップとして貸し出して
いる。家賃は神戸市が負担す
るため未経験でも挑戦しやす
く、ここから新しいオーナー
となった人も。写真右はその
ひとりである田村静香さん

元町商店街6丁目青年部が主体となり、地場産業の神戸
ワインをPRする「モトロクワインアベニュー」、灘五郷
酒造組合とタイアップした
「モトロク灘の酒ストリート」
などを開催。イベントを通し
て、地場産業や行政、地域住
民との交流が深まっている

商店街をおしゃれなバルに！

JR元町駅付近から神戸駅近くまで、
東西約1.2㎞にわたるアーケード商店
街。1番街から3丁目、4丁目、5丁目、
6丁目まで5つの商店街で形成

D ATA

若手たちの創意工夫。
それらが街の価値向上につながっている。

活 性 化

花隈駅

西元町駅

神戸元町商店街連合会

元町
6丁目

元町
5丁目

元町
4丁目

元町
3丁目

元町
1番街

阪神元町駅

旧居留地
大丸前駅

JR元町駅

みなと元町駅

MAP

大丸

EGAO03� P33 EGAO03� P32

32

め
た
「
地
域
お
た
す
け
ガ
イ
ド
」
を

作
成
。
翌
年
に
は
そ
の
検
証
実
験
と

し
て
、
津
波
被
害
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
実
施
し
た
。
こ
こ
で
光
っ
た

の
は
、
商
店
街
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ

ア
だ
。
た
と
え
ば
、
各
店
舗
に
常
備

し
て
あ
る
消
火
器
と
台
車
は
店
舗
前

に
置
い
て
避
難
し
た
。

「
こ
う
す
れ
ば
、
余
裕
の
あ
る
人
が

消
火
や
人
の
運
搬
に
当
た
れ
る
で
し

し
た
「
ま
ち
か
ど

救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

が
実
現
。
実
際
に
、

急
病
で
倒
れ
た
来

街
者
を
市
民
救
命

士
が
蘇
生
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
’15
年

に
は
災
害
直
後
の

初
動
対
応
を
ま
と

に
、「
店
主
1
3
0
名
の
市
民
救
命

士
の
資
格
取
得
」、
同
連
合
会
を
組

織
す
る
5
商
店
街
に
A
E
D
を
設
置

将来に引き継ぐ「地域のための商店街」

震災直後の同商店街。人々
が通勤路に使用（撮影：大
木本美通、提供：神戸大学
附属図書館震災文庫）

1

2

3

4

元町商店街が中心となって制作した「津波防災安全マップ」（下）と「地
域おたすけガイド」。前者は避難経路や所要時間が記されたもの。後
者は、神戸市危機管理室、消防署と手がけた、地域住民によるチェッ
クリスト方式。各災害時の優先順位、救出や消火活動などの諸状況で
の対応などが記されている。上述した消火器や台車以外にも、ジャッ
キやのこぎりなど自前の防災資機材を活用した発想が光る

災害時のマニュアルを制作！

上）「地域おたすけガイド」の実証実験には商店街、消防団、
警察、行政などから約 50 人が参加。実際に高齢者など要
援護者を台車に乗せて搬送するなどした。今後もこうした
実証を経て精度を上げていくという。下） 毎年行っている

「こうべ中央救急フェア」では地元小学校も参加した啓発
パレードや AED 体験などが行われている。こうした大規
模な訓練は、「行政との協力関係が不可欠」（奈良山さん）

大規模な訓練を実施！

安全マップは’13年、 
おたすけガイドは’15
年に完成。ともに東
日本大震災後、主に
津波対策として作ら
れた

震災で浮き彫りとなった安心・安全の課題。
ハード面・ソフト面で改善を進めていった。

安 心 ・ 安 全
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1）年に一度開催される「商店街プロレス」。大日本プロレスの
迫力ある戦いを楽しめる。2）「商店街プロレス」などのイベン
トには、神奈川大学の学生がボランティアとしてかかわってい
る。3・4）商店街のシンボルイベントとして好評の「ドッキリ
ヤミ市場」ではさまざまなパフォーマンスが行われ、アーケー
ドがごったがえす。5）参加者が夜の商店街に寝具を持ち込む「チ
ャリティー野宿」。6）県立神奈川工業高校の生徒たちが描いた
イラスト。7）「おかみさん会」による「うまいもの市場」。8）
イベントでの出店がもとで、正式に店舗を構えた店主も。9）新 
しくなった大通りのアーチは、神大生の提案をもとにデザイン

1

27

38

469

5
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白
楽
駅
の
南
西
に
位
置
す
る
、
昭

和
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
六
角
橋
商
店

街
。
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
多
く

手
が
け
、
商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
る

一
方
で
、
防
災
の
仕
組
み
づ
く
り
に

も
力
を
注
い
で
き
た
。
た
び
重
な
る

火
災
の
被
害
と
向
き
合
っ
て
対
策
を

講
じ
、
防
災
と
景
観
保
全
の
両
立
に

成
功
し
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な

取
組
み
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

昭
和
レ
ト
ロ
な
景
観
と 

個
性
派
イ
ベ
ン
ト
で
集
客

　
昭
和
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
な
風
情
あ
る
街
並
み
の
残
る
六
角

橋
商
店
街
。
六
角
橋
商
店
街
大
通
り

と
、
そ
れ
に
並
行
し
て
走
る
ア
ー
ケ

ー
ド
か
ら
成
り
立
つ
こ
の
商
店
街
は
、

食
品
店
か
ら
雑
貨
店
ま
で
多
種
多
様

な
業
態
の
店
舗
が
軒
を
並
べ
、
多
く

街
の
個
性
を

生
か
す
、

防
災
の
カ
タ
チ
。

神
奈
川
県
横
浜
市

六
角
橋
商
店
街
連
合
会

2Chapter

1

2

3

4

の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

「
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
、
約
20
年

前
に
研
修
で
訪
れ
た
大
分
県
の
豊
後

高
田
商
店
街
で
す
。
当
時
は
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
に
迷
い
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
現
地
で
懐
か
し
さ
を
感
じ

る
街
並
み
を
見
た
時
に
、
う
ち
も
レ

ト
ロ
な
雰
囲
気
を
こ
の
ま
ま
生
か
そ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
う
語
る
の
は
、
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
六
角
橋
商
店
街
連
合

会
に
属
し
、
六
角
橋
商
業
協
同
組
合

で
代
表
理
事
を
務
め
る
野
村
浩
さ
ん
。

連
合
会
の
メ
ン
バ
ー
は
都
会
的
で
洗

練
さ
れ
た
街
に
も
興
味
が
な
い
わ
け

で
は
な
か
っ
た
が
、
昭
和
20
年
代
か

ら
残
る
建
物
を
保
全
し
、
持
ち
味
を

生
か
し
た
発
展
を
心
が
け
た
。
現
在

は
、
商
店
街
と
調
和
す
る
建
築
物
の

特
徴
を
ま
と
め
た
「
レ
ト
ロ
モ
デ
ル

作
法
集
」
を
発
行
し
、
商
店
街
の
出

店
希
望
者
に
配
布
。
街
並
み
保
存
へ

の
理
解
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
街
並
み
に
加
え
、
個
性
的

な
イ
ベ
ン
ト
も
集
客
力
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
’14
年
に

1
0
0
回
目
を
迎
え
た
「
ド
ッ
キ
リ

ヤ
ミ
市
場
」
は
、
商
店
街
の
シ
ン
ボ

ル
イ
ベ
ン
ト
。
夜
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
ア
ジ
ア
の
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
連
想
さ
せ
る
熱
気
に
満
ち
て
お

り
、
開
催
さ
れ
る
た
び
に
年
齢
層
を

問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
人
々
が
集
う
。

「
商
店
街
プ
ロ
レ
ス
」
は
、
’16
年
で

12
回
目
の
開
催
を
迎
え
た
。
横
浜
市

を
拠
点
に
す
る
大
日
本
プ
ロ
レ
ス
が
、

野
外
駐
車
場
に
リ
ン
グ
を
組
ん
で
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
に
富
ん
だ

プ
ロ
レ
ス
を
見
せ
て
く
れ
る
。
ほ
か

に
も
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
ク
オ
リ
テ
ィ

が
高
く
、
訪
れ
る
人
を
満
足
さ
せ
て

い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
、
地
元
の

神
奈
川
大
学
と
の
協
力
体
制
を
築
い

て
い
る
の
も
特
徴
的
だ
。

「
う
ち
が
必
ず
盛
り
込
ん
で
い
る
の

は
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
要
素
で
す
。

ど
の
ジ
ャ
ン
ル
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、

マ
ニ
ア
の
心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
も

の
に
し
て
ま
す
。
P
R
方
法
は
、
ひ

と
つ
は
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
で
す
が
、
も

う
一
方
で
は
ネ
ッ
ト
で
バ
ズ
る
（
話

題
に
な
る
）
こ
と
も
大
切
。
そ
の
両

方
に
仕
掛
け
を
作
り
ま
す
」

　
六
角
橋
商
店
街
連
合
会
会
長
の
石

原
孝
一
さ
ん
に
よ
る
と
、
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、

イ
ベ
ン
ト
に
人
を
集
め
る
だ
け
で
な

く
、
商
店
街
自
体
の
知
名
度
を
上
げ
、

結
果
と
し
て
空
き
店
舗
ゼ
ロ
の
達
成

六角橋商店街連合会は、
六角橋商業協同組合、
六角橋商和会、六角橋
興和会、六角橋中央商
店会の4つの商店街か
ら成る。街並みはレト
ロ感に溢れる



EGAO03 P37 EGAO03 P36

37

六角橋商業協同組合代表理事で「松坂屋カバン店」店主の野村
浩さん（左）と、六角橋商和会会長で連合会会長でもある「陽
月堂薬局」を営む石原孝一さん。策定したルールをもとに今後
のまちづくりを担う

よ
う
と
い
う
機
運
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
市
か
ら
紹
介
さ
れ

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
た
ち
の

力
添
え
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
ま
ち
づ

く
り
ル
ー
ル
の
策
定
は
成
し
得
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
市
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
や

商
業
振
興
課
、
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、
数
々
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
練
り
上
げ
ら
れ
た
ま

ち
づ
く
り
ル
ー
ル
に
は
「
合
法
的
に

建
物
を
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
」
と

野
村
さ
ん
は
話
す
。

「
ア
ー
ケ
ー
ド
は
道
幅
が
1
・
8
m

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
建
築
基
準
法

で
は
建
て
替
え
を
す
る
際
に
通
り
の

中
心
線
か
ら
2
m
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
す

る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

基
準
だ
と
、
火
災
で
敷
地
面
積
の
狭

い
建
物
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
場
合
、

建
て
替
え
は
難
し
く
、
レ
ト
ロ
な
景

観
も
損
な
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
行

の
横
浜
市
が
定
め
る
許
可
基
準
の
緩

和
を
要
求
し
ま
し
た
」

　
連
合
会
と
行
政
側
が
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
商
店
街
側
が
「
六
角
橋
商

店
街
地
区
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
」
を

策
定
・
運
用
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

横
浜
市
が
新
た
な
認
可
基
準
を
策
定

す
る
と
い
う
結
論
に
落
ち
着
い
た
。

建
物
を
耐
火
建
築
物
等
に
す
る
こ
と

で
、
1
・
35
m
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
で

建
て
替
え
が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。

ま
た
、
建
物
の
規
模
や
装
飾
は
、「
商

店
街
と
の
調
和
が
図
れ
る
も
の
」
と

い
う
一
文
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
商
店
街
に
か
か
わ
る
人
々
が
手
を

取
り
合
う
共
助
の
精
神
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
壁
を
乗
り
越
え
て
き
た
六
角
橋

商
店
街
。
今
後
は
、
30
〜
40
代
の
若

手
の
育
成
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
ま

ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
計
画
す
る

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
め
ざ
し
て
い
る
。

東急東横線白楽駅南
西、横浜市神奈川区
六角橋1丁目区域に
位置する。大通りと
アーケードのあるふ
れあい通り（旧仲見
世）、ファミリー通
りの入口までが範囲
で、約170の多様な
店舗がある

D ATA

上）まちづくりルールの運用で1.35mのセットバック
で再建が可能に。敷地面積の狭小な店舗に朗報となった。
新しく建てられた店舗の外装は神大生のデザインで、塗
装にも携わっているそう。下）消火栓やホースといった
設備を充実させ、火災に備えている

防災

街並み

ル
ー
ル
の
運
用
で
街
の
魅
力
が
向
上

通りの中心から
1.35m

MAP

白楽駅

六角橋商店街
連合会

▲渋
谷
駅

横
浜
駅
▼
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に
入
っ
て
か
ら
は
、
一
軒
一
軒
に
火

災
報
知
器
を
設
置
し
た
。

「
そ
れ
で
も
、
全
て
の
火
災
は
防
げ

な
い
。
決
定
的
だ
っ
た
の
は
5
年
前

の
火
災
で
す
。
17
軒
の
商
店
が
焼
け

て
し
ま
っ
て
…
…
。
こ
の
時
の
火
災

を
機
に
、
防
災
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
根
本
的
な
見
直
し
を
図
ろ
う
と

い
う
話
に
な
り
ま
し
た
」

　
野
村
さ
ん
が
語
る
と
お
り
、
’11
年

8
月
の
火
災
は
、
商
店
街
が
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
契
機
と
な
っ
た
。

同
年
か
ら
、
地
域
住
民
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
開
始
し
、
毎
月
開

か
れ
る
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議
で
は
、

調
査
結
果
を
も
と
に
議
論
が
な
さ
れ

た
。
最
終
的
に
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
り
、
商
店
街
の
目
標
と
し
て
「
人

と
人
の
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」「
安
心

安
全
な
ま
ち
」「
次
世
代
へ
と
受
け

継
が
れ
る
ま
ち
」
の
3
本
柱
を
掲
げ

る
こ
と
に
な
る
。
目
標
の
実
現
に
は

行
政
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
が
、
石

原
さ
ん
に
よ
る
と
、
横
浜
市
は
当
初

か
ら
協
力
的
だ
っ
た
と
い
う
。

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
が
増
え
て
い

る
ご
時
世
に
空
き
店
舗
ゼ
ロ
を
達
成

し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
注
目
さ

れ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
行
政
の

方
た
ち
に
も
、
六
角
橋
を
盛
り
上
げ

に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、

「
第
4
回
神
奈
川
商
店
街
大
賞
」
を

は
じ
め
、
種
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い

る
同
連
合
会
。
’14
年
に
は
、
火
災
対

策
を
き
っ
か
け
に
考
案
さ
れ
た
「
六

角
橋
商
店
街
地
区
ま
ち
づ
く
り
ル
ー

ル
」
の
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ら

な
る
発
展
へ
と
突
き
進
ん
で
い
る
。

だ
が
、
人
を
惹
き
つ
け
る
商
店
街
に

な
る
ま
で
の
道
の
り
は
、
決
し
て
平

坦
で
は
な
か
っ
た
。

行
政
と
の
連
携
に
よ
っ
て 

防
災
と
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
木
造
の
建
物
が
軒
を
連
ね
る
六
角

橋
商
店
街
は
、
た
び
重
な
る
火
災
に

悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
記
録
と
し
て
残

っ
て
い
る
一
度
目
の
火
災
は
’68
年
。

以
降
、
計
6
度
被
災
し
て
い
る
。
’90

年
の
火
災
は
放
火
で
、
死
亡
者
も
出

る
惨
事
と
な
っ
た
。
商
店
街
で
は
、

火
災
に
遭
う
た
び
に
対
策
を
講
じ
て

き
た
。
昭
和
の
頃
は
、
店
主
数
人
で

夜
警
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
平
成

1

2

3

4

悲劇を共助で乗り越える

'68 年から現在に至るまで、計 6 回の火災に見舞われた
六角橋商店街。昭和 20 年代に建てられたアーケードに
は木造の建物が密集しており、火の手が回りやすく鎮火
までに時間がかかるという弱点がある。特に被害が大き
かったのは'11年8月の火災で、17軒の商店が罹災した。
その頃から、レトロな街並みを保護するための防災意識
がさらに高まっていったという

連合会と行政、コーディネーターなどからな
る検討会議は「地域まちづくり組織」として
横浜市より認定され、協議を重ね’14 年 4 月
に「六角橋商店街地区まちづくりルール」を
策定。街並みの指針となる「レトロモデル作
法集」も配布し景観づくりに役立てている

度
重
な
る
火
災

六
角
橋
商
店
街
の
防
災
の
取
り
組
み

火災
直後

検討
会議 ま

ち
づ
く
り
ル
ー
ル
の
策
定

コンセプトは「人と人のふれあいのまち」
「安心安全なまち」「次世代へと受け継がれるまち」

道幅基準の緩和を横浜市が特別に許可し、
防火と景観維持を両立

まちづくりルールのポイント

課
題

防
災
と
レ
ト
ロ
な
街
並
み
の
両
立
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高
齢
者
の
健
康
増
進
の
た
め
の
「
ま

ち
な
か
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
な
ど

商
店
街
独
自
の
も
の
と
を
合
わ
せ
て
、

年
間
の
べ
2
0
0
回
も
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
な
か
で
も
好
評
な
の
が
毎
月
第
3

木
曜
恒
例
の
「
木
々
（
も
く
も
く
）

く
ら
ぶ
」。
商
店
街
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
の
下
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
演
奏
で
童
謡
や
唱
歌
を

歌
う
ク
ラ
ブ
で
、
高
齢
者
の
女
性
中

心
に
多
い
時
に
は
1
0
0
人
も
参
加

す
る
。「
友
達
と
一
緒
に
大
声
を
出

し
て
歌
え
る
の
が
う
れ
し
い
」「
こ

の
た
め
に
今
日
は
オ
シ
ャ
レ
を
し
て

き
た
の
」
と
、
参
加
者
た
ち
は
声
を

弾
ま
せ
る
。
隣
市
か
ら
バ
ス
で
や
っ

て
く
る
人
も
い
る
。

　
木
々
く
ら
ぶ
の
参
加
費
は
1
回
に

つ
き
5
0
0
円
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

組
合
女
性
部
を
中
心
と
し
た
組
合
員

が
協
力
し
、
葉
書
に
よ
る
会
の
案
内
、

当
日
配
布
の
歌
詞
・
譜
面
カ
ー
ド
、

お
茶
と
お
菓
子
の
準
備
を
全
て
参
加

費
か
ら
賄
う
。
参
加
者
と
の
心
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
、
配
布
物
に
は
必

ず
手
作
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
な

ど
、
細
や
か
な
配
慮
も
。
誕
生
月
の

人
に
は
商
店
街
の
商
品
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
、
商
店
街
で
の
購
買
意
欲
も

促
す
。
実
際
に
ク
ラ
ブ
で
知
り
合
っ

た
仲
間
同
士
で
、
商
店
街
の
店
で
飲

350 年来の歴史を
伝えるエリア

商店街には土佐3代藩
主・山内忠豊に開設を
許され、台所をあずか
った「魚の棚商店街」
が隣接。近くには幕末
の志士の屋敷跡もある
歴史豊かな地区

高知県産の杉材で組み上げた木製アーケード

'98年に完成した全国初の木製アーケードは店主たちの誇
り。照度も杉木立の中にいるような感覚になるように工夫
してある、毎月第3木曜日の午後はこの中で童謡や唱歌の
歌声、時に大きな笑い声が響く

2日間で200チーム、15,000人が演舞！ 「よさこい祭り」

高知市中心部の商店街を会場に、毎年8月10〜11日に開
催される1年で最も大きなイベント。はりまや橋商店街では、 
50人ほどがボランティアで駆けつけ、参加者への接待を
手伝ってくれるという。事務局で木製メダルを作り、踊り
子たちにプレゼント。手づくりのおもてなしをしている

地元の野菜や海産物が並ぶ 「はりまや市」

毎週金曜日の朝9時から開催する市は、13年前に始まった。
地元の野菜や海産物などの店20軒が並ぶ。市の日の来街
者は平日の1.5倍になり、売上増にもつながっている

食
し
た
り
買
い
物
し
た
り
す
る
姿
も

見
受
け
ら
れ
る
。

「
ク
ラ
ブ
が
始
ま
っ
た
の
は
12
年
前

で
す
。
費
用
を
あ
ま
り
か
け
ず
に
手

作
り
で
行
う
の
が
長
続
き
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
ね
。
心
を
こ
め
た
イ
ベ
ン
ト

で
お
客
様
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
理
事
長

・
事
務
局
長
の
山
本
良
喜
さ
ん
。

「
い
つ
も
来
て
い
る
人
が
い
な
い
と

心
配
に
な
る
」
と
い
う
声
も
。
定
期

的
に
人
と
つ
な
が
り
、
互
い
に
思
い

や
る
関
係
が
で
き
れ
ば
、
震
災
な
ど

有
事
の
際
へ
の
備
え
に
も
な
る
。
は

り
ま
や
橋
商
店
街
は
、
地
域
住
民
の

共
助
の
力
を
確
実
に
育
て
て
い
る
。
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商
売
も
防
災
も
、
日
頃
の

顔
の
見
え
る
付
き
合
い
か
ら

　
午
後
2
時
。
印
象
的
な
木
造
ア
ー

ケ
ー
ド
に
人
々
の
歌
声
が
響
く
。
道

行
く
人
が
足
を
止
め
、
そ
の
懐
か
し

い
メ
ロ
デ
ィ
に
耳
を
傾
け
る
―
―
。

　
こ
ん
な
心
温
ま
る
日
常
を
垣
間
見

る
こ
と
の
で
き
る
商
店
街
が
あ
る
。

高
知
県
高
知
市
の
は
り
ま
や
橋
商
店

街
だ
。
近
年
人
口
減
少
が
著
し
く
進

人
と
人
の

楽
し
い
交
流
が

防
災
の
カ
ギ
。

高
知
県
高
知
市

は
り
ま
や
橋
商
店
街
振
興
組
合

3Chapter

1

2

3

4

商店街名は商店街脇にある観光名所「はり
まや橋」に由来する

商店街は長さ約130m、
店舗は約40店。1㎞に
わたって続くアーケー
ド商店街の東端にある

D ATA

「商店街には土地の歴史
や文化を伝達する役割
もある。それが人をつ
なぐきっかけにもなる」

はりまや橋商店街振興組合
理事長・事務局長

山本 良喜さん

バスで
来たんよ。

　

高
知
市
中
心
市
街
地
の
最
東
端
に

あ
る
は
り
ま
や
橋
商
店
街
は
、
10
年

以
上
前
か
ら
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
を

数
多
く
開
催
し
、
高
齢
者
を
中
心
に

商
店
街
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
る
。

商
店
街
で
定
期
的
に
開
か
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
信
頼
で
き
る
仲
間

が
で
き
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も

心
強
い
。
こ
こ
で
は
地
域
住
民
の
共

助
の
力
を
育
て
る
場
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
を
探
る
。

む
地
域
に
あ
る
こ
の
商
店
街
は
、
一

見
、
顧
客
の
確
保
が
非
常
に
難
し
い

の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ

の
実
、
こ
こ
数
年
に
お
け
る
こ
の
商

店
街
の
歩
行
者
通
行
量
は
、
徐
々
に

増
え
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
要
因
は
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
あ
る
。

「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
の
よ
う
な
市
街

地
全
体
の
も
の
と
、
地
元
の
食
材
が

並
ぶ
「
は
り
ま
や
市
」、
七
輪
で
食

を
楽
し
む
「
は
り
ま
や
サ
ロ
ン
」、

デンテツ
ターミナル
ビル前駅

MAP

はりまや橋駅

堀詰駅
大橋通駅

はりまや橋
商店街
振興組合

中央公園

▲
高
知
駅
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地
域
と
の
連
携
も

大
切
で
す

商
店
街
は

人
こ
そ
パ
ワ
ー

41

リ
ア
を
分
け
て
作
成
。
商
店
街
が
お

客
様
に
と
っ
て
生
活
圏
と
し
て
把
握

し
や
す
い
範
囲
だ
か
ら
だ
。
行
政
的

な
線
引
き
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
も

特
徴
的
。
た
と
え
ば
市
の
境
界
線
に

近
い
「
羽
衣
地
域
版
」
に
は
、
避
難

場
所
と
し
て
隣
に
あ
る
国
立
市
の
学

校
も
掲
載
し
た
。
一
方
、
駅
に
隣
接

す
る
「
立
川
駅
南
口
地
域
版
」
で
は
、

帰
宅
困
難
者
に
な
っ
た
方
が
滞
在
で

き
る
オ
フ
ィ
ス
や
貸
し
会
議
室
な
ど

の
施
設
を
「
朝
ま
で
い
ら
れ
ま
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
案
内
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
4
つ
の
商
店
街
を
含

む
3
地
域
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完
成
。

「
当
初
は
連
合
会
と
地
元
商
店
街
の

役
員
中
心
で
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
支
援
セ
ン
タ
ー
の
『
T
H

E
商
人
塾
！
事
業
（
現 

商
人
塾
支

援
事
業
）』
に
参
加
し
た
新
メ
ン
バ

ー
も
加
わ
り
、
若
手
た
ち
が
積
極
的

に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
五
十

嵐
さ
ん
。
計
画
立
案
か
ら
始
ま
り
、

掲
載
す
る
施
設
を
一
軒
一
軒
回
っ
て
、

交
渉
に
も
あ
た
っ
た
。
店
頭
配
布
の

他
、
学
校
で
も
配
布
。
親
子
で
避
難

経
路
を
確
認
す
る
の
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
商
店
街

に
も
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
ツ
ー

ル
に
も
な
っ
た
。

　
ま
た
作
成
を
通
じ
て
、
商
店
街
の

ベ
テ
ラ
ン
店
主
と
若
手
店
主
と
の
交

流
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫

だ
。「
商
店
街
で
は
、
人
こ
そ
パ
ワ

ー
。
多
く
の
人
と
交
わ
っ
て
、
地
域

全
体
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
、

も
し
も
の
際
の
力
に
し
た
い
」
と
五

十
嵐
さ
ん
は
語
っ
た
。

ラ
の
設
置
場
所
」
な
ど
を
マ
ッ
ピ
ン

グ
。
自
治
連
合
会
と
タ
ッ
グ
を
組
ん

だ
こ
と
で
、
商
店
街
の
領
域
よ
り
広

い
エ
リ
ア
の
情
報
が
つ
ま
っ
た
地
図

に
な
っ
た
。
普
段
気
づ
か
な
か
っ
た

リ
ス
ク
の
把
握
に
も
つ
な
が
っ
た
。

「
私
た
ち
は
、
商
店
街
を
〝
地
域
と

歩
む
暮
ら
し
の
広
場
〞
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
事
業
を

契
機
に
、
地
域
全
体
の
防
犯
・
防
災

意
識
が
高
ま
り
、
新
た
な
連
携
が
生

ま
れ
た
の
は
大
き
な
成
果
で
す
」

　
現
在
、
研
修
事
業
で
の
成
果
を
も

と
に
、
防
災
マ
ッ
プ
を
製
作
中
。
今

年
度
中
の
配
布
を
目
指
し
て
い
る
。

防
犯
・
防
災
機
能
を
高
め
る

地
域
と
歩
む
暮
ら
し
の
広
場

　
平
成
26
年
度
に
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン

作
成
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
だ
石
山

商
店
街
振
興
組
合
。「
防
災
に
特
化

し
た
活
性
化
計
画
」
を
作
成
し
た
。

「
石
山
は
災
害
が
少
な
い
エ
リ
ア
で

す
が
、
数
々
の
震
災
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
他
人
事
で
は
な
い
と
い
う

危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
」
と
同
組
合

の
神
崎
事
務
局
長
は
話
す
。
さ
ら
に
、

理
由
は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。

「
街
の
自
治
連
合
会
と
連
携
す
る
こ

と
が
今
後
の
地
域
の
発
展
に
不
可
欠
。

共
同
で
取
り
組
み
や
す
い
〝
防
災
〞

を
切
り
口
に
す
る
こ
と
で
、
関
係
構

築
の
き
っ
か
け
に
し
た
か
っ
た
」

　
狙
い
通
り
、
事
業
に
は
地
域
の
自

治
会
も
参
加
し
、
積
極
的
な
議
論
と

交
流
が
な
さ
れ
た
。
作
業
で
は
、
各

自
担
当
エ
リ
ア
の「
事
故
多
発
地
域
」

「
避
難
場
所
」「
A
E
D
や
防
犯
カ
メ

滋
賀
県
大
津
市

石
山
商
店
街
振
興
組
合

共
通
の
テ
ー
マ
「
防
災
」
で

自
治
会
と
の
連
携
を
強
め
る以前は自治連合会との結びつきが

弱かった。この取組みは、防災に
ついてハード面・ソフト面ともに
地域全体で考える一歩になった

立川市商店街連合会 常任理
事、たちかわ商店街研究会
座長の五十嵐陸夫さん（左）
と、事務局長の石井賢さん

都振連・消防署とも連携し、
安全体制を強化

　立川市商店街連合会では、立
川消防署と「立川地域の防火・
防災安全体制強化の推進に関す
る協定」を結んでいる。これは、
東京都商店街振興組合連合会と
東京消防庁との協定にもとづい
たもので災害予防や被害の軽減
などにあたって双方の連携を強
化することを目的にしている。
　この協定をもとに、各商店街
も立川消防署との協定を個別に
締結。商店街主催の防災フェア
を行う時のバックアップをお願
いしたり、いざという時の心強
い備えにもなっている。

column

店舗数200を超える近隣型商
店街。地域住民も参画できる
場づくりを大切にしている

D ATA

ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン

作
成
支
援
事
業

MAP

石山駅 東海道本線

石山商店街
振興組合 京

阪
電
気
鉄
道

石
山
坂
本
線

京阪石山駅

唐橋前駅

瀬
田
川
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防災関連の連絡先な
どに合わせて商店街
の挨拶文も掲載。商
店街としてのマニュ
アル作成にかける思
いを伝えている

ウラ

防災マップは、避難場所、公衆電話、
井戸など掲載項目を絞ってわかり
やすく、またメモ欄や余白を多く
作り、家族で相談したことをどん
どん書き込めるものにした

地
域
防
災
へ

つ
な
が
っ
て
い
く

研
修
事
業
。

4Chapter

1

2

3

4

　

店
主
た
ち
と
地
域
が
協
力
・
連
携

し
て
行
う
、
商
店
街
の
防
災
の
取
組

み
。
多
く
の
人
が
か
か
わ
る
か
ら
こ

そ
、
何
ら
か
の
〝
き
っ
か
け
〞
が
必

要
に
な
る
。
そ
の
き
っ
か
け
が
、
支

援
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業
と
な
っ
た

ふ
た
つ
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

宅
困
難
者
が
発
生
し
た
。
ま
た
い
つ

地
震
が
来
る
か
不
安
な
一
方
で
、

「
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
街
が
こ
う
も

脆
い
も
の
な
の
か
」
と
感
じ
た
と
い

う
連
合
会
の
常
任
理
事
・
五
十
嵐
陸

夫
さ
ん
。
商
店
街
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
、

こ
の
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　
防
災
マ
ッ
プ
は
商
店
街
単
位
で
エ

商
店
街
だ
か
ら
で
き
る

生
活
密
着
型
防
災
マ
ッ
プ

　
’12
年
、
立
川
市
商
店
街
連
合
会
で

は
防
災
マ
ッ
プ
付
き
「
地
震
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
を
始
め
た
。
き

っ
か
け
は
、
東
日
本
大
震
災
。
毎
日

34
万
人
も
の
乗
降
客
が
い
る
立
川
駅

周
辺
で
は
、
2
0
0
0
人
以
上
の
帰

東
京
都
立
川
市

立
川
市
商
店
街
連
合
会

地
域
の
絆
を
深
め
る

防
災
マ
ッ
プ

オモテ

’47年設立。市内26の
商店街、約1,300店舗
が加盟。利用者が地域
住民中心の「近隣型」
から遠方の利用者も多
い「広域型」まで多様
な形態の商店街がある

D ATA

立川駅 新宿駅▶

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
▼

登
戸
駅
▼

▲
上
北
台
駅

◀ 拝島駅

◀ 八
王子
駅

MAP

商
人
塾

支
援
事
業



EGAO03� P43 EGAO03� P42

43

参加店の強い意欲と

連帯感が生む

好循環に期待

境町では「一店逸品」という、各店お
すすめ品を発信する取組みを10年以
上続けており、一定の成果を挙げてい
ました。そこからさらに店自体の魅力
も上げていくために、「一店逸品運動」
の参加店に声をかけ、平成26年度よ
り繁盛店づくり支援事業を活用。27
年度の実践コースでは、水井澄人講師
の、メニューからディスプレイ、コン
セプトから心構えまで多岐にわたる
アドバイスを参加店は真摯に聞き入
れ実践。水害に直面しても「改善を継
続したい」という想いがモチベーショ
ンの維持・向上につながり、大きな成
果を挙げました。そして28年度も、
女性陣を中心に熱心に取り組んでい
ます。参加店同士の意見交換が自発的
に行われるなど、皆でやるからこその
連帯感が生まれています。ひとつのお
店の変化が街全体の刺激になる、そん
な好循環に期待しています。

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、こ
の
時
は〝
こ

れ
を
機
会
に
イ
チ
か
ら
店
を
作
り
直

そ
う
！
〞
と
思
え
た
の
で
す
」

　
そ
う
し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
空

間
の
有
効
活
用
。
レ
ジ
回
り
の
整
理

や
什
器
の
移
動
、
さ
ら
に
思
い
切
っ

て
冷
蔵
ケ
ー
ス
を
店
内
中
央
に
移
す

こ
と
で
、
混
然
と
し
て
い
た
売
り
場

と
作
業
場
の
区
別
が
明
確
に
な
り
、

動
線
も
向
上
し
た
。
加
え
て
、
P
 O 

P
や
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
「
見
え
る
化
」、
季

節
に
ち
な
ん
だ
企
画
な
ど
、
改
善
を

次
々
と
実
現
。
結
果
、
災
害
前
よ
り

も
客
数
・
売
上
と
も
に
増
加
し
た
。

　

研
修
事
業
は
、
形
だ
け
で
な
く
、

想
い
を
変
え
る
。
そ
し
て
、
災
害
を

乗
り
越
え
る
希
望
に
も
な
っ
た
の
だ
。

り
ま
す
」
と
即
答
し
た
と
い
う
。

「
新
メ
ニ
ュ
ー
に
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
し
た
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
再

オ
ー
プ
ン
に
向
け
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
ま
し
た
。
研
修
を
や
り
遂
げ
て
そ

の
恩
に
応
え
た
か
っ
た
」

　
被
害
か
ら
2
カ
月
後
、
海
産
物
や

野
菜
が
美
し
く
彩
る
「
元
祖
・
境
の

土
鍋
め
し
」
と
と
も
に
、
割
烹
ひ
さ

し
は
見
事
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
。
土
鍋
め
し
は
看
板
メ
ニ
ュ
ー
と

な
り
、
季
節
感
あ
る
店
内
装
飾
や
写

真
を
強
調
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー
ブ
ッ
ク

も
好
評
で
、
再
開
1
カ
月
後
に
は
実

に
前
年
比
約
1
2
0
％
の
売
上
ア
ッ

プ
を
実
現
。
苦
難
を
乗
り
越
え
、
割

烹
ひ
さ
し
は
境
町
の
名
店
と
し
て
の

道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
。

右）店主の福島澄江
さんと父の柿沼正男
さん。「お客様に大切
にされるような店作
りをしていきたい」。
左上）店内が整理さ
れより目立つように
なった手書きPOP。
キャッチフレーズを
添え購買意欲をそそ
る。左下）開放感を
高め、季節ごとに飾
り付けを替えるなど
「見える」から「魅
せる」ショーウィン
ドウへ

右）ご主人の久さんと母の久江さん。中）鮮や
かな色味と凝縮する素材の旨味で、女性や家族
連れなど新しい客層を獲得した「元祖・境の土
鍋めし」。左）土鍋めしはお土産用も開発され、
近くの道の駅では完売することも。取っ手の付
いたパッケージも好評

境町商工会　
事務局長
芝田和則さん

大人の腰の高さをゆうに超える
ほどの浸水。器や調理器具だけ
でなく、冷蔵庫などの主要設備
にも被害が出て、被害総額はお
よそ3500万円にものぼった。

災害時

右）一店逸品運動は事業の礎に。上）新
しい気づきを得られる臨店研修（石山製
茶工場）。下）参加店会議では活発な議論

浸水時の様子。泥があちこちに
付着し、花が散乱。汚水の匂い
もきつかったという。ここから
スタッフ総出で片づけし、わず
か4日後に営業を再開した。

災害時

境町商工会の
繁盛店づくりのポイント

できない理由を探さない1

女性パワーに期待！2

成功するまで続けよう！3
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境町商工会

茨城県猿島郡境町

繁盛店づくり支援事業
（実践コース）

一カ所に集合するのではなく、各個店が町内に
点在している広域型の商店街。加盟店舗数は
24店。回遊性の高い商店街をめざしている。
名産はさしま茶。

D ATA

「
一
番
大
き
か
っ
た
の
は〝
心
構
え
〞

の
変
化
で
す
」

　

そ
う
研
修
の
成
果
を
語
る
の
は
、

生
花
販
売
を
営
む
「
フ
ラ
ワ
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ト
」
の
福
島
さ
ん
親
子
。「
や

れ
な
い
理
由
を
探
さ
な
い
」「
成
功

す
る
ま
で
や
り
続
け
よ
う
」
と
い
っ

た
講
師
の
言
葉
を
胸
に
繁
盛
店
づ
く

り
に
邁
進
し
た
。
そ
ん
な
マ
イ
ン
ド

の
変
化
が
、
水
害
時
に
も
い
き
た
。

「
店
内
全
て
水
浸
し
に
な
り
、
以
前

だ
っ
た
ら
気
力
を
失
っ
て
い
た
か
も

　
ふ
ぐ
料
理
を
中
心
と
し
た
割
烹
料

理
で
人
気
の
「
割
烹
ひ
さ
し
」。
講

師
の
「
女
性
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
名
物

を
開
発
し
よ
う
」
と
い
う
助
言
を
受

け
、
色
彩
豊
か
な
新
作
を
手
が
け
て

い
た
そ
の
時
、
水
害
が
襲
っ
た
。

　
同
店
の
被
害
は
甚
大
で
、
店
内
の

1
・
2
m
の
高
さ
ま
で
浸
水
し
、
店

内
設
備
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用
不
可
に
。

店
自
体
の
未
来
も
危
ぶ
ま
れ
る
被
害

で
あ
っ
た
が
、
研
修
継
続
の
意
志
を

問
わ
れ
た
店
主
の
並
木
さ
ん
は
「
や

’15年9月9日から11日にかけて発生した豪雨
災害。境町町内では約500世帯の床上・床下
浸水があり、71人が一時避難所に身を寄せた。
支援事業に参加中の4店舗中2店および事務局
の境町商工会館も被害を受け、研修続行が危ぶ
まれたが、1カ月遅れで再開しやり遂げた。

全国商店街支援センターが行っている

さまざまな商店街支援事業。活性化に向け

研修や改善に取り組んでいるその時に、

災害が襲ってきた場所があります。

そこでは、どのように苦難を

乗り越えていったのでしょうか。

現場の想いを追いました。

災害 2015年9月関東・東北豪雨

フ
ラ
ワ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト

「
浸
水
被
害
を

     

前
向
き
に
捉
え
た
〝
意
識
の
変
化
〞」

割
烹
ひ
さ
し

「
確
か
な
手
応
え
を
胸
に

　
　
　
　
出
た
ひ
と
言
は
〝
や
り
ま
す
〞」

CASE 1

利
根
川 境町役場

境町商工会
道の駅 さかい
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「
地
震
の
後
、
心
配
し
て
く
だ
さ
る

お
客
様
も
多
く
て
あ
り
が
た
か
っ
た

で
す
」
と
話
す
の
は
’14
年
よ
り
ま
ち

ゼ
ミ
に
参
加
し
て
い
る
上
通
の
美
容

室
レ
ク
リ
ア
店
長
の
白
石
優
実
さ
ん
。

初
年
度
の
「
子
供
に
で
き
る
簡
単
な

ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
」
や
「
5
歳
若
返
る

メ
イ
ク
」
な
ど
の
講
座
を
通
じ
、
新

規
の
お
客
様
と
も
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
心
が
け
、
着
実
に
リ
ピ

ー
タ
ー
も
増
や
し
て
き
た
。

　
2
年
目
の
昨
年
は
、
近
隣
の
上
通

写
真
館
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
講
座

も
開
催
。
40
代
以
上
の
女
性
に
限
定

し
、
参
加
者
が
持
参
し
た
ウ
ィ
ッ
グ

の
正
し
い
つ
け
方
や
カ
ラ
ー
リ
ン
グ

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
あ
と
で
、
プ
ロ

カ
メ
ラ
マ
ン
が
綺
麗
に
写
る
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
交
え
な
が
ら
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ

タ
ー
を
撮
影
す
る
講
座
は
大
盛
況
に

終
わ
っ
た
。

「
お
客
様
が
喜
ぶ
顔
を
見
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
コ
ラ
ボ
講
座
は
新
し

い
知
識
も
得
ら
れ
、
他
業
種
の
お
店

と
も
深
く
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
い
ま
を
乗
り
越

え
、
み
ん
な
で
上
通
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

や
言
葉
選
び
の
実
践
的
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
加
え
る
。
そ
れ
に
応
え
て
参
加
者

か
ら
も
さ
ら
に
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、

気
が
つ
く
と
参
加
者
全
員
が
積
極
的

に
発
言
、
会
場
は
充
実
し
た
空
気
に

包
ま
れ
た
。

「
店
主
が
講
師
に
な
っ
て
、
お
客
様

に
プ
ロ
の
知
識
を
教
え
る
ま
ち
ゼ
ミ

は
、
創
業
百
年
を
超
え
る
老
舗
の
専

門
店
が
多
い
上
通
に
ぴ
っ
た
り
。
お

客
様
に
も
商
店
街
を
楽
し
ん
で
明
る

い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
ま
ち
ゼ
ミ
を
通
じ
、
お
互
い
の

商
売
を
理
解
し
連
帯
感
も
生
ま
れ
、

そ
れ
が
今
回
地
震
の
経
験
で
よ
り
強

固
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
各
々
が

お
店
も
磨
き
な
が
ら
商
店
街
の
新
し

い
フ
ァ
ン
も
獲
得
し
た
い
で
す
」
と

橋
本
さ
ん
。
震
災
か
ら
の
復
興
と
い

う
局
面
で
行
わ
れ
た
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ

プ
コ
ー
ス
。
2
回
目
以
降
、
繁
盛
店

づ
く
り
研
修
で
さ
ら
な
る
魅
力
向
上

に
挑
む
上
通
を
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
へ

と
引
き
上
げ
て
い
る
よ
う
だ
。

上通の過去3回分
のアンケートより。
受講した顧客の満
足度は毎年上がり
続けている。とく
に大満足の割合が
増加している

「“楽しさ”を生むコラボ講座で
新しい魅力を発見していきたい」
とレクリアの白石さん

レ
ク
リ
ア S

uite hair &

 m
ake

他
業
種
と
の
相
乗
効
果
を
生
み
だ
す

「
コ
ラ
ボ
講
座
で
元
気
を
発
信
！
」

写真
スタジオ

［ 上通写真館 ］

コラボ

まちゼミ

美容室

［ レクリア ］

新たなファンの発掘1

個店のつながり強化2

まちに元気を発信3

上通まちなかゼミナール顧客満足度

94.8%

97.7%

98.1%

大満足58.1%
満足36.7%

大満足61.3%
満足36.4%

大満足70.9%
満足27.2%

第1回

第2回

第3回
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上通商栄会

熊本県熊本市

まちゼミ研修事業 
ジャンプアップコース

CASE 2

熊本市中心市街地の商店街。全長約600m、幅
約11mのアーケード街には、書籍や楽器、時計、
文具、メガネなどの老舗専門店や画廊が多く、
「熊本の文教発祥の地」といわれている

D ATA

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
熊
本
市
中

心
市
街
地
の
上
通
商
栄
会
（
上
通
）

で
、
7
月
、
ま
ち
ゼ
ミ
の
ジ
ャ
ン
プ

ア
ッ
プ
コ
ー
ス
の
研
修
が
行
わ
れ
た
。

「
実
は
研
修
申
し
込
み
直
後
に
地
震

に
見
舞
わ
れ
て
…
。
で
も
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
商
店
街
の
魅
力
を
磨

き
、
上
通
か
ら
元
気
を
発
信
し
た
い

と
思
っ
た
ん
で
す
。
参
加
店
皆
の
気

持
ち
も
一
緒
で
し
た
」
と
話
す
の
は
、

上
通
商
栄
会
副
会
長
・
橋
本
幸
二
さ

ん
。
実
際
こ
れ
ま
で
3
回
ま
ち
ゼ
ミ

を
実
施
し
、
来
店
客
の
反
応
も
上
々
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
店
主
、
ス
タ
ッ

フ
の
意
識
も
向
上
し
、
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
た
。
今
回
、
受
講
を
決
め

た
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
は
、
ま

ち
ゼ
ミ
実
施
経
験
の
あ
る
商
店
街
が
、

更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す

も
の
。
ま
ち
ゼ
ミ
継
続
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
全
国
の
先
進
事
例
、
必
要
と
さ

れ
る
商
店
街
づ
く
り
の
エ
ッ
セ
ン
ス

な
ど
を
学
ぶ
2
日
間
の
座
学
研
修
と
、

専
門
家
が
店
頭
改
善
や
情
報
発
信
方

法
な
ど
繁
盛
店
づ
く
り
の
具
体
的
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
2
日
間
の
公
開
臨

店
研
修
で
構
成
さ
れ
る
。

　
こ
の
日
は
研
修
第
一
日
目
。
全
国

2
5
0
を
超
え
る
地
域
で
講
師
を
務

め
た
松
井
洋
一
郎
氏
を
迎
え
、
ま
ち

ゼ
ミ
の
基
本
的
な
考
え
方
、
成
果
を

復
習
し
た
後
、
参
加
型
の
勉
強
会
へ
。

飲
食
店
・
衣
料
関
係
の
講
座
タ
イ
ト

ル
を
各
々
で
考
え
る
と
い
う
課
題
が

出
さ
れ
、
回
答
一
つ
ひ
と
つ
に
松
井

氏
が
寸
評
と
集
客
効
果
の
あ
る
実
例

震災で建物の一部が崩れ、シートで覆われ
た上通商栄会事務局で座学研修が行われた。
「商店街はモノを売るのではなく、価値を創
造する場所」と熱弁する松井氏に応えるよ
うに、活発な意見が交わされる

’16年4月の地震では、上通でもガスが不通に
なった他、9月現在、いまだに一部の店舗で休
業を余儀なくされている。10月開催の第4回
まちゼミに向け、商店街の質と参加店の意識の
向上をめざし、7月から「まちゼミ研修事業（ジ
ャンプアップコース）」に取り組む

災害 2016 熊本地震

熊
本 

上
通
ま
ち
ゼ
ミ

「
各
々
の
意
識
を
高
め
て

商
店
街
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
」

上通商栄会 副会長・
まちゼミ事務局
橋本幸二さん

熊
本
駅
▼

白川
坪井川

上通商栄会
熊本城

通町筋駅

健軍町駅▶
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商人塾
支援事業

トータルプラン作成
支援事業

繁盛店づくり
支援事業

商店街よろず相談
アドバイザー派遣事業

地域商店街活性化法
認定支援事業

トライアル実行
支援事業

まちゼミ
研修事業

まずは若手リーダーを
育てることが
課題である

お店づくりの
イロハを学ぶことが
課題である

法の認定をめざした
活性化事業計画を

つくりたい

商店街活性化の
計画づくりが
必要である

課題が明確で
実施に向けた
ユニークな
プランがある

まちゼミを実施したい

支 援 事 業 紹 介

商店街活性化に向けて取組みの方向性が決まっている

商店街組織を
強化したい

魅力ある店舗をつくり
商店街を元気にしたい

新しい取組みを
始めたい

START!
はい
いいえ

※チャートは一例です。
詳しい事業内容は（株）全国商店街支援センターまでお気軽にご相談ください。

TEL：03-6228-3061

チャートを辿ってみてください。
あなたの商店街にピッタリな支援事業が見つかるかも。

I n f o r m a t i o n

チャートでわかる支援メニュー
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経済産業省中小企業庁経営支援部商業課
各地方経済産業局
独立行政法人 中小企業基盤整備機構
全国商工会連合会
日本商工会議所
全国中小企業団体中央会
全国商店街振興組合連合会　ほか
取材にご協力いただいた皆様

2016  Autumn
［  エガオ ］

全国商店街支援センターは、ホームページ、メールマガジン、フェイスブックでも
商店街活性化に関する情報を発信しています。

E G A O  I N F O

週刊 商店街 e-マガジン「EGAO」メールマガジンにご登録ください！

・支援センターの事業募集案内やイベント情報
 募集中、またはこれから募集を開始する事業および「商店街フォーラム」などのイベント情報についてお知らせします

・公的機関からの補助金・助成金情報
 商店街に対する補助金・助成金情報のご案内です

・Look Back! 商店街ニュース
 「商店街ニュース」をピックアップして紹介！　新たな発見があるかも

QRコードで
いますぐ登録！

http://www.syoutengai-shien.com/ml/ index.html 検索

主なコンテンツ

ご登録はこちらから！

商店街をサポートする情報サイト「EGAO」

・各種支援事業
 各種支援事業の概要や募集情報

・商店街活性化事例
 全国の商店街での活性化事例をレポート

・特集
 活性化に役立つノウハウやツール

http://www.syoutengai-shien.com/

https://www.facebook.com/syoutengai.shien

・商店街ニュース
 全国の商店街に関連するニュースを配信

・スタッフブログ
 支援センター職員による活性化のヒントやこぼれ話も

ホームページをご活用ください

商店街支援 検索

主なコンテンツ

フェイスブックはこちらです！
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商店街からのアドバイザー派遣要請に応じて、商店街などに専門家を派遣し、商店街の課題解決

やイベント事業などについて専門的な相談やアドバイスを行います。また、商店街を総合的に支

援するため、関係機関と密接に連携しながら、各種支援策活用等に関するアドバイスを行います。

商店街よろず相談アドバイザー派遣事業

活性化に対して方向性が定まっていない商店街、あるいは方向性を見直したいと考えている商店

街などに対して、商店街が自ら課題解決に向けて取り組む計画づくりを一貫してサポートします。

専門家によるワークショップや実践者の講演を通じて、参加者の意識改革、関係構築を図り、商

店街のありたい姿（ビジョン）と実行できる具体的なプランづくりを推進します。

トータルプラン作成支援事業

法の認定をめざす商店街を対象として、認定申請や商店街活性化事業計画作成に必要なノウハウ

について研修を実施します。また、必要に応じて「法人化研修」も実施します。

すでに法の認定を受けている商店街に対しては、事業計画の変更申請などに対応し、計画変更に

必要な事業計画の運営面での課題や、活性化目標の進捗状況などについて分析を行い、新たな事

業計画の作成を支援します。

地域商店街活性化法認定支援事業

商店街が地域課題や消費者ニーズに対応した商店街活性化のためのユニークな仕組みづくりに取

り組むにあたり、アイデアの試行と実効性の検証を行うことで、自立的・継続的な事業として確

立することができるよう支援します。

全国商店街支援センターは、本事業で創出された商店街活性化の新たな仕組みを広く社会に周知

し、全国の商店街に対し普及促進を図ります。

トライアル実行支援事業

商
店
街
組
織
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

商
店
街
活
性
化
の
た
め
の

ユ
ニ
ー
ク
な
仕
組
み
づ
く
り
を

実
践
的
に
サ
ポ
ー
ト
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繁盛店づくり支援事業

商店街の次世代リーダーを発掘・育成するため、「商人塾」の運営を支援します。「商人塾」では、

地域の複数の商店街から塾生を募り、商店街が抱える課題に即したカリキュラムに基づき、専門

家や実践者による座学研修や意見交換などを行います。「商人塾」の研修を通じ、次世代を担う

塾生たちは議論を重ね、リーダーとしての資質を磨くとともに、商店街間、塾生同士のネットワ

ークを構築し、その後の商店街活動の基盤を形成します。

商人塾支援事業

商
店
街
を
つ
く
る
人
材
、
店
を
つ
く
る
人
材
の
育
成
を
サ
ポ
ー
ト

まちゼミ研修事業

商店街の店主の意識と行動の改革を促し、魅力ある繁盛店をつくるための研修を行います。繁盛

店づくりの実践的なノウハウ・知識などを習得するため、臨店研修（店頭での実習）や全体研修

（座学）などを実施します。各店舗における改善のポイントなどは、全体研修などで商店街全体

で共有します。本事業を通じて参加店同士の関係の構築を図りながら、商店街全体の魅力向上に

取り組む人材の育成を行うことで、組織の基盤づくりを行います。

「まちゼミ」とは商店街の店主が講師となり、プロならではの専門的な知識や情報を地域住民に

提供するゼミナールのことで、全国255カ所で取り組まれています（’16年9月現在）。

本事業では、「まちゼミ」の開催前に、まちゼミの本質理解・運営体制の構築・講座実施のノウ

ハウを学び、開催後には成果共有会を行います。平成28年度から新たに「繁盛店づくり支援事業」

の要素を取り入れたコースも開設。「まちゼミ」と「繁盛店づくり」の相乗効果で活性化に向け

てのさらなるレベルアップをめざします。

地域に支持される魅力的な商店街をつくるために
活用できる支援事業を確認してみましょう。 支援事業一覧


